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大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
ま
す

　

六
月
十
四
日
○土
か
ら
九
月
十
三
日
○土
ま
で

の
三
か
月
間
、
山
形
県
内
及
び
本
市
で
開
催

さ
れ
る
「
山
形
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
山
形
Ｄ
Ｃ
）」。
Ｄ
Ｃ
と
は
、
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
む
国

内
最
大
規
模
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

前
回
の
山
形
Ｄ
Ｃ
が
行
わ
れ
た
平
成
十
六
年

度
は
県
全
体
で
約
四
千
二
百
二
十
六
万
九
千

人
の
観
光
客
が
訪
れ
、
過
去
最
高
を
記
録
し

ま
し
た
。
今
回
も
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
、
本
市
を
は
じ
め
県
全
体
の
観

光
振
興
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

観
光
で
鶴
岡
を
元
気
に

　

本
市
の
成
長
戦
略
「
鶴
岡
ル
ネ
サ
ン
ス
宣

言
」
の
五
つ
の
文
化
都
市
宣
言
の
一
つ
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
「
観
光
文
化
都
市
宣

言
」。
観
光
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
生

み
、
交
流
人
口
（
そ
の
地
域
を
訪
れ
る
人
の

数
）
の
拡
大
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
の

原
動
力
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
本
市
の
観
光
客
数
は

約
五
百
三
十
八
万
三
千
人
で
、
県
内
の
市
町

村
で
最
多
を
誇
り
ま
す
。
さ
ら
に
多
く
の
観

光
客
が
、
本
市
に
訪
れ
て
み
た
い
と
感
じ
る

よ
う
、
そ
し
て
、
多
く
の
観
光
客
を
招
く
こ

と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
地
域
に
愛

着
や
誇
り
が
生
ま
れ
、
住
み
続
け
た
く
な
る

よ
う
、
山
形
Ｄ
Ｃ
で
は
次
の
三
つ
の
柱
を
中

心
に
、本
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

特集●成功させよう山形デスティネーションキャンペーン

住んでよし
　訪れてよし
　　観光文化都市

鶴岡さ来てのぉ!!

◎山形DCキャラクター
　「きてけろくん」

〈３月１日の鶴岡駅舎のリニューアルセレモニーで、駅に到着した観光客を温かく迎えてくれた大宝幼稚園の皆さん〉
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山
形
Ｄ
Ｃ
で
Ｐ
Ｒ
す
る
鶴
岡
の
魅
力

　

豊
か
な
自
然
や
伝
統
・
文
化
、
歴
史
的
価

値
の
高
い
建
物
な
ど
、
本
市
に
は
観
光
客
を

魅
了
す
る
多
く
の
観
光
素
材
が
あ
り
ま
す
。

山
形
Ｄ
Ｃ
で
は
、
県
内
全
市
町
村
が
一
斉
に

取
り
組
む
こ
と
か
ら
、
本
市
の
特
徴
的
な
観

光
素
材
で
あ
る
「
食
文
化
」、「
出
羽
三
山
」、

「
ク
ラ
ゲ
ド
リ
ー
ム
館
（
加
茂
水
族
館
）」
の

三
つ
を
中
心
に
重
点
的
な
P
R
を
し
ま
す
。

■
食
文
化

　

本
市
は
食
文
化
部
門
で
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都

市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
認
定
を
目
指
し

て
い
ま
す
。山
形
Ｄ
Ｃ
期
間
中
は
、
当
地
の

伝
統
野
菜
や
海
産
物
、
果
物
な
ど
が
豊
富
な

時
期
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
食
に
関

す
る
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で

旬
の
食
を
丸
ご
と
た
ん
の
う
で
き
ま
す
。

■
出
羽
三
山

 

「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ

ポ
ン
」
で
三
つ
星
に
選
ば
れ
た
羽
黒
山
杉
並

木
や
国
宝
羽
黒
山
五
重
塔
が
あ
る
出
羽
三
山

の
羽
黒
山
。
今
年
は「
羽
黒
山
午
歳
御
縁
年
」

を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

出
羽
三
山
の
歴
史
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
企

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
ク
ラ
ゲ
ド
リ
ー
ム
館
（
加
茂
水
族
館
）

　

ク
ラ
ゲ
展
示
種
類
数
で
ギ
ネ
ス
世
界
記
録

に
認
定
さ
れ
た
加
茂
水
族
館
。
十
六
年
間

培
っ
た
ク
ラ
ゲ
の
展
示
技
術
の
粋
を
結
集

し
、
ク
ラ
ゲ
の
水
族
館
と
し
て
六
月
一
日
○日

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
世
界

最
大
級
の
円
形
の
ク
ラ
ゲ
の
展
示
水
槽
（
直

径
約
五
ｍ
）
な
ど
見
所
満
載
で
す
。

 ■６月14日○土はオープニングイベントを盛り上げよう

時間 イベント（場所／問合せ）
午前５時 30分 ●お汁等振る舞い（あつみ温泉朝市広場／あつみ観光協会☎43‐3547）
午前６時 ●農産物等セール、記念品プレゼント（長沼温泉「ぽっぽの湯」☎64‐4126）
午前６時 20分～７時 ●朝摘みプレミアムさくらんぼ狩り（鈴木さくらんぼ園☎57‐4061）
午前９時 ●御縁年記念ポストカードプレゼント（いでは文化記念館☎62‐4727）

●黒川能装束展示、黒川能切り絵はがきプレゼント（王祇会館☎57‐5310）
●オリジナルタオル・栃餅プレゼント（かたくり温泉「ぼんぼ」☎53‐3563）
●ミニソフトクリーム振る舞い（産直あぐり☎57‐3300）
●山形DC特別ブース設置、お汁等振る舞い（庄内観光物産館☎25‐5111、庄内おばこの　　
　里こまぎ☎35‐0234）

午前９時 30分 ●農産物等セール、先着プレゼント（四季の里「楽々」☎78‐2520）
●山菜等の販売、山菜汁振る舞い（産直あさひ・グー☎58‐1455）

午前 10時 ●餅振る舞い 他（道の駅「あつみ」しゃりん☎44‐3211）
午前 10時 30分 ●六十里越街道ミニトレッキング（注連寺／あさひむら観光協会☎53‐3411）

●初夏の梵字川渓谷さんぽ [ガイド付き ]（月山あさひ博物村☎53‐3411）
午前 11時～午後２時 ●山の恵みそばランチセット販売（そば処大梵字☎53‐3413）
昼頃 ●きらきらうえつDC号歓迎セレモニー（鶴岡駅・あつみ温泉駅／本所観光物産課内「鶴岡

　市観光連盟」事務局☎25‐2111 内線 543）
日没～午後９時 30分 ●善寳寺五重塔ライトアップ点灯式（善寳寺／同「鶴岡市観光連盟」事務局☎内線 548）

クラゲドリーム館
◎リニューアルオープン
◎世界最大級のクラゲ大水槽
◎ぐるっとバスの乗り入れ　　など

食文化
◎旬の食を楽しめるイベントの開催
◎豊かな食文化に関する情報発信
◎観光果樹園等の連携　　など

出羽三山
◎蜂子神社御開扉
◎羽黒山五重塔ライトアップ
◎午歳御縁年特別グッズ頒布　　など

 ■山形DCで重点的にＰＲする本市の３つの柱

　山形DCのオープニング当日、市内各所で特別企画が行われます。（数に限りがあるものもあります）
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山
形
Ｄ
Ｃ
成
功
を
支
え
る
取
り
組
み

　

山
形
Ｄ
Ｃ
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
食
文

化
、
出
羽
三
山
、
加
茂
水
族
館
を
中
心
と
し

た
誘
客
事
業
に
加
え
、
広
報
活
動
の
強
化
や

公
共
交
通
機
関
等
の
二
次
交
通
の
整
備
を
行

い
、
観
光
客
が
訪
れ
や
す
く
、
滞
在
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
広
報
活
動
の
強
化

　

首
都
圏
や
仙
台
圏
、
山
形
Ｄ
Ｃ
の
前
後
に

行
わ
れ
る
他
の
Ｄ
Ｃ
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、「
ぐ
る
た
び
・
鶴

岡
を
食
べ
よ
う
」
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
情
報
発
信
、「
る
る
ぶ
鶴
岡
」
の
発
行
、

各
地
域
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
刷
新
や
外

国
語
版
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
製
作
な
ど
を
行

い
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
捉
え
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

■
二
次
交
通
の
整
備

　

各
地
域
に
足
を
運
ぶ
た
め
の
二
次
交
通
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
鶴

岡
観
光
ぐ
る
っ
と
バ
ス
」
の
運
行
日
を
増
や

す
他
、
路
線
も
加
茂
水
族
館
ま
で
伸
ば
す
な

ど
し
、
各
施
設
を
効
率
的
に
巡
ら
れ
る
よ
う

運
行
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

お
も
て
な
し
の
心
で

　

旅
先
で
「
来
て
よ
か
っ
た
」、「
ま
た
行
っ

て
み
た
い
」
と
思
う
の
は
ど
ん
な
と
き
で
す

か
。
そ
れ
は
、
美
し
い
景
色
を
見
た
り
、
お

い
し
い
物
を
食
べ
た
り
、
す
ば
ら
し
い
文
化

に
触
れ
た
り
し
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
笑
顔

の
人
た
ち
と
出
会
い
、
温
か
い
対
応
や
心
配

り
に
接
し
た
と
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲●１鶴岡ふうど（食×風土）駅スポ　庄内酒まつり2014＆
　鶴岡のれん2014
　鶴岡の食を楽しめるよう内容を充実させて開催。同時開催
の庄内の酒蔵が一堂に会する「庄内酒まつり」は新規企画。
「鶴岡のれん」では、各飲食店共通チケットで期間限定の特
別メニューが楽しめる

▲●２黒川能野外能楽「水焰の能」
　特別企画として「松山能」の出演や増田
正造氏（能楽研究家）の特別解説を企画、
凍み豆腐入り弁当の販売など、黒川能にじっ
くりと浸ることができる

出羽の古道
六十里越街道トレッキング

▲

　歴史と自然を満喫できる古
道。山形DCに合わせ新しい
コースでの散策を楽しめる
■問あさひむら観光協会☎53‐
3411

▲旬のフルーツ収穫体験
　サクランボの朝摘み体験、大粒系ブドウ
を組み合わせた宝石箱のようなお土産づく
り体験、スイーツカフェなどが楽しめる
■問櫛引観光協会☎57‐2115

▲●５羽黒山開山堂 蜂子神社御開扉
　出羽三山開祖の蜂子皇子を祀

まつ

る蜂子神社を開扉
し、明治以来、秘中の秘とされ幻といわれた御尊
像を初公開

▲●４赤川花火大会　
　全国トップクラスの花火師が競い合う「全国デ
ザイン花火競技大会」。日本花火100選でベスト
10入りし、全国の花火大会の中でも屈指の評価
を得ている
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期日 イベント（場所／問合せ）
６月 15日○日 ●うまイカ・干しイカ・イカまつり（鼠ケ関港／あつみ観光協会☎43‐3547）
６月下旬 ●櫛引さくらんぼまつり（産直あぐり、観光さくらんぼ園／櫛引観光協会☎57‐2115）
７月 19日○土
    ・20 日○日

●１鶴岡ふうど (食×風土 )駅スポ　庄内酒まつり 2014（鶴岡駅前各所／本所食文化推進室☎25‐21
　11 内線 527）

　　 26 日○土 ●２黒川能野外能楽「水焰の能」（櫛引総合運動公園／櫛引庁舎産業課☎57‐2115）
●由良岩ガキまつり（由良ふれあい広場／由良コミュニティセンター☎73‐4141）

８月２日○土 ●せせらぎの能（あつみ温泉温海川特設会場／あつみ温泉魅力づくり推進委員会☎43‐2024）
　　３日○日 ●３鶴岡伝統芸能祭（藤島体育館芝生広場／ふじしま観光協会☎64‐2229）

●焼き肉フェスティバル（藤島体育館芝生広場／藤島庁舎産業課☎64‐2111 内線 152）
　　８日○金 ●だだちゃ豆の日（鶴岡駅、市内各飲食店・居酒屋等／本所農政課☎内線 553）
　　15日○金 ●荘内大祭（鶴岡公園／荘内神社☎22‐8100）
　　16日○土 ●４赤川花火大会（赤川河川敷／赤川花火大会実行委員会☎28‐1873）
　　17日○日 ●おいやさ祭り（山王商店街／おいやさ祭り実行委員会☎23‐0370）
　　31日○日 ●八朔祭（羽黒山頂／羽黒町観光協会☎62‐4727）
９月５日○金 ●とれたて！お魚夕市「エビまつり」（鼠ケ関港／鼠ケ関自治会内「蓬莱塾」☎44‐2112）
　　７日○日 ●月山ワインまつり（赤川河川緑地／ JA庄内たがわ朝日支所☎53‐2513）
◎山形DC期間中に行われるその他のイベント・取り組みなど

●羽黒山五重塔ライトアップ（出羽三山神社☎62‐2355）
●善寳寺五重塔ライトアップ（本所観光物産課内「鶴岡市観光連盟」事務局☎内線 548）
●５羽黒山開山堂 蜂子神社御開扉 [～９月 30日○火 ] （出羽三山神社☎62‐2355）
●御縁年特別展示 [～ 11月 23 日○日 ]（いでは文化記念館☎62‐4727）
●１鶴岡のれん 2014[ ６月～ ]（市内各飲食店／本所食文化推進室☎内線 527）
●出羽民俗芸能奉納祭「神人交流」[７月 19日○土～８月 16日○土 ]（出羽三山神社☎62‐2355）
●街中散策と内川舟下り [期間内３回 ]（本所観光物産課内「鶴岡市観光ガイド協議会」事務局☎内　
　線 566）
●あつみ温泉ボランティアガイド（あつみ温泉／あつみ観光協会☎43‐3547）
●大山まちづくり「酒づくり町・大山」を巡るガイドツアー（本所観光物産課内「鶴岡市観光連盟」事
　務局☎内線 543）
●おもてなし講座（同「鶴岡市観光連盟」事務局☎内線 541）
●鶴岡観光ぐるっとバスの運行日・運行路線の拡充（同「鶴岡市観光連盟」事務局☎内線 566）
●市街地観光共通券購入者へクーポン券配布（本所観光物産課内「鶴岡観光協会」事務局☎内線 566）

 ■山形DC期間中の各地域の一押しイベント

お
も
て
な
し
プ
ラ
ン
を
募
集
し
ま
す

 

「
観
光
バ
ス
や
観
光
列
車
き
ら
き
ら
う

え
つ
を
見
掛
け
た
ら
笑
顔
で
手
を
振

る
」、「
ご
み
が
落
ち
て
い
た
ら
拾
っ
て

ご
み
箱
に
捨
て
る
」、「
記
念
撮
影
を
し

て
い
る
人
が
い
た
ら
お
手
伝
い
す
る
」

な
ど
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
「
お
も
て

な
し
プ
ラ
ン
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
登

録
証
を
発
行
し
、
山
形
Ｄ
Ｃ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
ま
す
。
個
人
・
団

体
・
企
業
・
学
校
で
応
募
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
募
集
期
間
は
九
月
十
三
日

○土
ま
で
で
す
。
詳
し
く
は
、
本
所
観
光

物
産
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲鼠ケ関漁船クルージング
　底引き網漁で使用する漁船に
乗り込み、夏の日本海を爽快に
クルージング。夕方出港のクルー
ジングでは、日本海に沈む美し
い夕日をたんのうできる
■問あつみ観光協会☎43‐3547

　

山
形
Ｄ
Ｃ
を
は
じ
め
観
光
で
本
市
を
訪
れ

る
方
々
に
、
笑
顔
と
と
も
に
お
も
て
な
し
の

心
で
迎
え
、「
ま
た
鶴
岡
に
行
き
た
い
」
と

思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
観
光
文
化
都
市
宣
言

の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
「
一
番
の

お
も
て
な
し
」
と
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

本
市
へ
の
理
解
を
深
め
、
魅
力
や
価
値
を
知

り
、
住
ん
で
い
る
地
域
に
愛
着
と
誇
り
を

持
っ
て
、
他
の
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
す
る

こ
と
で
す
。

　

山
形
Ｄ
Ｃ
の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
特
集
の
お
問
合
せ
は
本
所
観
光
物
産

課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
４
８
へ
。

▲●３鶴岡伝統芸能祭
　獅子踊り、神楽、
太鼓など各地域の伝
統芸能を一堂に集め
て行う芸能祭

　この他にも多くのイベントが行われます。詳しくは鶴岡市観光連盟ＨHPや広報「つるおか」などをご覧ください。
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 加茂水族館 ミズクラゲの引っ越し

＜旧館・新館＞

６月にリニューアルオープンする加茂水族館。
引っ越し初日のこの日は、加茂小学校の児童と
その保護者、県内外から集まったボランティア

３．21
など約100人が参加して作業を手伝いました。
直径５ｍの円形大水槽の裏側に入り、バケツで
運んだクラゲを水槽内に優しく流し入れました。

朝日 さよならアマゾン自然館・民族館 講演会

＜写真：アマゾン自然館＞

世界的に貴重なアマゾンの自然・民族資料など
を、20年余りにわたって公開してきた両館が
３月末で閉館しました。この日はアマゾン自然

３．30
館のさよなら講演会。県内外から大勢のファン
や家族連れが訪れ、山口吉彦館長の講演と館内
説明を聞きながら「アマゾン」とお別れしました。
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温海 あつみ温泉雛祭り

巫
み こ

女装束を着けた子供らによる巫女舞や、
子供の成長を願い、災厄を雛（ひな）に
託して川に流す「流し雛」が行われました。

３. 30

＜場所：あつみ温泉＞

藤島 地域活動センター開所式

藤島、東栄、八栄島、長沼、渡前の各地
区で地域活動センターが開所し、新しい
体制での地域づくりがスタートしました。

４．１

＜写真：八栄島地区地域活動センター＞

羽黒 いずみ保育園入園式

今年度から５歳児の組が新設されたいず
み保育園。106人の園児たちが元気一杯
に新たなスタートを切りました。

４．３

＜会場：同園＞

羽黒 デジカメ自由学校

「喜ばれる写真が撮りたくて」。毎月第１
土曜日に開催するこの催し。写真を持ち
寄って発表し合い、楽しく学びました。

４．５

＜会場：創造の森交流館＞

朝日 あさひ小学校開校式

朝日小学校と朝日大泉小学校が統合して
開校したあさひ小学校。両校の伝統を引
き継ぎ、新たな一歩を踏み出しました。

４．５

＜会場：同校＞

櫛引 東部地区あそびの会

就園前の乳幼児とその家族が集い、ボー
ルプールや手遊び、絵本の読み聞かせな
どで、楽しいひとときを過ごしました。

４．９

＜会場：櫛引すこやかセンター＞
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健　

康

個
別
特
定
健
診
が 

は
じ
ま
り
ま
す

■日
・
■場
６
月
１
日
○日
〜
９
月
30
日
○火
の
開
院

日
（
市
内
医
療
機
関
）　

■対
昭
和
20
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
市
が
実
施
す
る

人
間
ド
ッ
ク
や
集
団
健
診
と
重
複
し
て
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
）　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
７　

■他
受
診
す
る
際
は
、
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
者
等
か
ら
発
行
さ
れ
る

特
定
健
診
受
診
券
と
医
療
保
険
被
保
険
者
証
、

介
護
保
険
被
保
険
者
証
が
必
要
で
す
。
予
約

が
必
要
な
場
合
も
あ
る
た
め
、
医
療
機
関
に

確
認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

平
日
は
忙
し
く
て
時
間
が
取
れ
な
い
方
等
に 

日
曜
日
が
ん
検
診

■日
①
７
月
６
日
○日
、
②
８
月
31
日
○日
午
前
７

時
30
分
〜
９
時　

■場
荘
内
地
区
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー　

■対
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

40
歳
以
上
の
方
で
職
場
の
が
ん
検
診
が
な
い

方
各
回
先
着
40
人　

■内
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
・
肺
が
ん
検
診
（
原
則
全
て
受
診
）　

■費
１
、

７
０
０
円　

■申
①
は
５
月
30
日
○金
ま
で
、
②

は
７
月
25
日
○金
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
６
７

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
生

活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に

は
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す（
事
前
申
請
必
要
）

さ
わ
や
か
健
診
で 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

▼
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診　

■日
①
10
月
15
日
○水
・

①
20
日
○月
・
②
24
日
○金
・
②
29
日
○水
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
30
分
（
20
日
は
午
前
９
時
〜

10
時
も
あ
り
）　

■場
①
…
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

②
…
荘
内
地
区
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー　

■内
一
般
健
康
診
査
…
身

体
計
測
（
身
長
、
体
重
、
腹
囲
）、
血
圧
測
定
、

内
科
診
察
、
心
電
図
、
尿
検
査
（
た
ん
ぱ
く
、

糖
）、
血
液
検
査
（
脂
質
、
肝
機
能
、
貧
血
、

血
糖
）　

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
…
腕
の
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
（
一
般
健
康
診
査
を
受
診
す
る

方
で
今
年
度
中
に
20
歳
・
25
歳
・
30
歳
・
35

歳
に
な
る
方
。
②
の
日
程
で
受
診
）　

■費
一

般
健
康
診
査
…
１
、５
０
０
円　

骨
粗
し
ょ

う
症
検
診
…
５
０
０
円　

■他
託
児
あ
り
（
要

予
約
）

▼
メ
ン
ズ
健
診 

■日
11
月
10
日
○月
・
13
日
○木

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■内
一
般
健
康
診
査
…
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診

と
同
じ　

■費
１
、５
０
０
円

▼
共
通　

■対
職
場
等
で
健
診
機
会
の
な
い
昭

和
50
年
４
月
１
日
以
降
生
ま
れ（
40
歳
未
満
）

の
方　

■申
５
月
７
日
○水
〜
７
月
31
日
○木
に
健

康
課
☎
内
線
３
７
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ　

■他
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
に
は
減
免
制
度
が
あ
り
ま

す
（
事
前
申
請
必
要
）

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

　

本
市
で
は
「
が
ん
検
診
推
進
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
へ
、
市
が
実
施
す

る
検
診
を
受
診
し
た
際
に
自
己
負
担
金
が
無

料
に
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
、
４
月
末
に
送
付

し
ま
し
た
。
同
封
さ
れ
て
い
る
お
知
ら
せ
を

よ
く
読
ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■対
４
月
20
日
現
在
、
本
市
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
方
で
生
年
月
日
が
次
に
該
当
す
る
方

（
４
月
21
日
以
降
に
転
入
し
た
方
は
要
問
合

せ
）　

▽
子
宮
が
ん
（
頸け
い

が
ん
）
…
昭
和
58

年
４
月
２
日
〜
同
59
年
４
月
１
日
、
同
63
年

４
月
２
日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日
、
同
５
年

４
月
２
日
〜
同
６
年
４
月
１
日　

▽
乳
が
ん

（
女
性
の
み
）
…
昭
和
41
年
４
月
２
日
〜
同

42
年
４
月
１
日
、
同
45
年
４
月
２
日
〜
同
46

年
４
月
１
日
、
同
48
年
４
月
２
日
〜
同
49
年

４
月
１
日　

▽
大
腸
が
ん
…
昭
和
28
年
４
月

２
日
〜
同
29
年
４
月
１
日
、
同
33
年
４
月
２

日
〜
同
34
年
４
月
１
日
、
同
38
年
４
月
２
日

〜
同
39
年
４
月
１
日
、
同
43
年
４
月
２
日
〜

同
44
年
４
月
１
日
、
同
48
年
４
月
２
日
〜
同

49
年
４
月
１
日　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
７

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　

高
齢
者
の
肺
炎
の
発
症
や
重
症
化
を
予
防

す
る
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
を
希
望
す
る
方
に
助
成
票
を
発
行
し
ま

す
の
で
、
接
種
の
前
に
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
接
種
は
本
人
が
希
望
す
る
場
合

に
行
う
も
の
で
接
種
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
期
限　

６
月
30
日
○月　

 

■
接
種
場

所　

鶴
岡
地
区
医
師
会
に
所
属
す
る
予
防
接

種
協
力
医
療
機
関
（
予
約
が
必
要
な
場
合
あ

り)　

■対
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
75

歳
以
上
の
方
で
過
去
５
年
以
内
に
接
種
し
た

こ
と
が
な
い
方　

■
助
成
額　

４
、０
０
０

円
（
接
種
費
用
と
の
差
額
は
自
己
負
担
。
接

種
費
用
は
各
医
療
機
関
へ
問
合
せ
）　

■申
印

鑑
を
お
持
ち
の
上
、
健
康
課
☎
内
線
３
７
３

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
10

月
に
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接
種
と
な

り
、
対
象
が
変
更
さ
れ
ま
す

福　

祉

民
生
委
員
児
童
委
員
が 

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
３
民
生
区
（
第
三
学
区
）
…
加
藤
定
治

（
茅
原
字
西
茅
原
〈
市
営
住
宅
〉）、
和
田
昭

子
（
余
慶
町
）　

▽
第
４
民
生
区
（
第
四
学

区
）
…
佐
藤
昌
明
（
主
任
児
童
委
員
）　

▽

朝
日
地
区
（
朝
日
地
域
）
…
平
形
信
子
（
中

入
、
立
岩
、
越
中
山
、
谷
口
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス 

助
成
事
業

■対
65
歳
以
上
の
方
で
老
衰
や
病
気
等
に
よ
っ

て
理
容
所
や
美
容
院
に
出
向
く
こ
と
が
困
難

な
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

■内
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
利
用
１
回
に
つ
き

１
、０
０
０
円
の
出
張
旅
費
助
成
券
交
付（
年

６
枚
ま
で
）　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

在
宅
生
活
支
援
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

（
自
立
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

■対
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
、
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
が
、
日
常
生
活
を
営
む

の
に
支
障
が
あ
り
、
支
援
・
指
導
が
必
要
な

方　

■内
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
て
日
常

生
活
や
家
事
（
調
理
・
買
物
等
）
等
の
支
援
・

指
導
。
派
遣
時
間
は
土
曜
・
日
曜
日
及
び
祝

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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日
を
除
く
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
。
30
分
１

単
位
で
週
４
単
位
（
２
時
間
）
ま
で
の
利
用　

■
自
己
負
担　

１
単
位
１
２
０
円
（
生
活
保

護
世
帯
は
無
料
）　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

高
齢
者
・
障
害
者
住
宅
整
備

資
金
の
利
子
補
給

　

高
齢
者
や
障
害
者
向
け
に
住
宅
の
増
築
や

改
造
を
す
る
際
、市
内
の
指
定
金
融
機
関（
漁

協
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
除
く
）
か
ら
融
資
を

受
け
た
場
合
に
、
利
子
の
一
部
を
市
が
補
給

し
ま
す
。
な
お
、
補
給
の
可
否
は
審
査
の
上

決
定
し
ま
す
。

■対
①
満
60
歳
以
上
の
方　

②
身
体
障
害
者
手

帳
１
〜
４
級
所
持
者　

③
療
育
手
帳
Ａ
所
持

者　

④
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
と
同
居
し
て
い

る
方　

■
利
子
補
給
対
象
額　

３
０
０
万
円

以
内　

■
利
率　

１
・
４
５
％
（
変
動
の
場

合
あ
り
）
で
す
が
市
で
年
１
・
４
５
％
分
を

利
子
補
給
す
る
た
め
利
子
の
自
己
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん　

■
返
済
方
法　

10
年
以
内
で
元

利
均
等
ま
た
は
元
金
均
等
の
月
賦
償
還　

■申

高
齢
者
…
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

障
害

者
…
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
７
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

　

国
保
の
加
入
・
脱
退
等
の
手
続
き
は
、
会

社
等
の
健
康
保
険
と
異
な
り
、
各
自
で
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
無
保
険
の
方
は
い
ま
せ
ん
か　

次
の
方
以

外
は
、
原
則
と
し
て
国
保
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
①
会
社
等
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
と
そ
の
扶
養
家
族　

②
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方　

③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

▽
二
重
加
入
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か

国
保
に
加
入
し
て
い
た
方
が
、
会
社
に
勤
め

る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
勤
め
て
い
る
方
の
扶

養
と
な
っ
た
り
し
て
、
新
た
に
健
康
保
険
に

加
入
し
た
場
合
は
、
国
保
の
喪
失
届
が
必
要

で
す
。
届
出
を
し
な
い
と
国
保
に
加
入
し
た

ま
ま
と
な
り
保
険
料
と
国
保
税
を
二
重
に
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い

▽
適
正
な
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
国
保
以
外
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家
族
の
扶
養
と

な
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
健
康

保
険
の
切
替
え
が
で
き
ま
す
。
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
、
家
族
が
勤
め
て
い
る
会
社
等

で
確
認
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
保
険
料
の 

学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
の
国
民
年
金
加
入
の
学
生
で
、

収
入
が
一
定
額
以
下
等
の
基
準
に
該
当
す
る

方
は
、
在
学
中
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
今
年
度
の
納
付
特
例
適
用
を
希
望
す

る
方
は
、
早
目
に
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
に
は
年
金
手
帳
と
、
学
生
証
の

写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
等
が
必
要
で
す
。

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
１
年
以
上
の
課
程

に
限
る
）
等
に
在
籍
す
る
学
生
が
対
象
で
、

申
請
手
続
き
は
住
民
登
録
し
て
い
る
市
区
町

村
の
国
民
年
金
窓
口
で
行
え
ま
す
。
申
請
は
、

学
生
で
あ
る
間
は
毎
年
必
要
で
す
。
申
請
書

類
に
在
学
予
定
期
間
を
記
入
す
る
と
、
２
年

目
以
降
は
、
学
生
終
了
予
定
の
年
度
ま
で
申

請
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
３
月
下
旬
に
住
所
地
に

郵
送
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
猶
予
さ
れ
た
期
間

の
保
険
料
は
、
10
年
以
内
に
追
納
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
４
月
に
、
申
請
時
点
か
ら
２

年
１
か
月
前
ま
で
の
保
険
料
も
、
遡
っ
て
申

請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

税
平
成
26
年
度
の
市
・
県
民
税
納
税

通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

▼
給
与
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
方　

５
月
15
日
○木
に
各
事
業
所
宛
に
発
送
し
ま
す
。

各
個
人
に
は
各
事
業
所
が
配
付
し
ま
す　

▼

そ
れ
以
外
の
方　

６
月
13
日
○金
に
各
個
人
宛

に
発
送
し
ま
す　

▼
共
通　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
税
務
担
当
へ　

平
成
25
年
分
の
所
得
・
課
税

証
明
書
を
発
行
し
ま
す

▼
給
与
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
み

の
方　

５
月
15
日
○木
か
ら
発
行
し
ま
す　

▼

そ
れ
以
外
の
方　

６
月
13
日
○金
か
ら
発
行
し

ま
す　

▼
授
業
料
免
除
や
奨
学
金
申
請
に
用

い
る
指
定
様
式
の
所
得
・
課
税
証
明
書　

６

月
13
日
○金
か
ら
発
行
し
ま
す

▼
共
通　

■申
本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
類

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
等
）
を
お
持
ち
の
上
、
本
所
市

民
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
税
務
担
当
へ

平
成
26
年
度
の
軽
自
動
車
税 

納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

■対
今
年
４
月
１
日
現
在
で
軽
自
動
車
（
バ
イ

ク
や
小
型
特
殊
自
動
車
、
乗
用
の
農
機
具
等

を
含
む
）
を
所
有
し
て
い
る
方　

■
納
期
限

６
月
２
日
○月
ま
で
１
年
分
を
１
回
で
納
め
て

く
だ
さ
い
（
月
割
り
課
税
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

鶴岡市文化会館管理運営計画
策定しました

■問社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4867

　本市では、平成24年12月に、有識者、関係
機関・団体、公募市民等で構成する「鶴岡市
文化会館管理運営計画検討委員会」を設置し、
計画の内容について協議をいただきながら、
今年３月に管理運営計画の案をまとめ、この
度、管理運営計画を策定しました。
　本計画は、新文化会館の管理運営に関する
基本的な指針で、事業計画や運営組織、市民参加の在り方など
に関する考え方をまとめた計画です。本計画や検討委員会の資
料、会議概要については、市ＨHP「文化会館改築ポータルサイト」
をご覧ください。今年度はこの計画を基に、平成28年度の開
館に向けた具体的な実施計画の策定を行います。
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４
月
２
日
以
降
に
廃
車
や
名
義
変
更
を
し
て

も
26
年
度
分
全
額
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
）　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
６
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
税
務
担
当
へ　

■他
▽
納
税
の

際
に
発
行
さ
れ
る
納
税
証
明
書　

車
検
時
に

必
要
で
す
。大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い（
口

座
振
替
の
方
に
は
６
月
２
日
○月
引
き
落
と
し

の
後
ハ
ガ
キ
で
送
付
し
ま
す
）　

▽
身
体
障

害
者
等
の
減
免　

５
月
15
日
○木
〜
30
日
○金
に

同
課
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
今

ま
で
減
免
を
受
け
て
い
た
方
は
、
車
が
変
わ

る
な
ど
し
な
け
れ
ば
改
め
て
申
請
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
）。
減
免
に
は
障
害
等
級
な

ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す

平
成
26
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

■
発
送
日　

５
月
15
日
○木　

■対
今
年
１
月
１

日
現
在
の
登
記
簿
や
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

土
地
や
家
屋
な
ど
の
所
有
者
と
し
て
登
載
さ

れ
て
い
る
方　

■
納
期
限　

第
１
期
…
６
月

２
日
○月　

第
２
期
…
７
月
31
日
○木　

第
３
期

…
来
年
１
月
５
日
○月　

第
４
期
…
３
月
２
日

○月　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
税
務
担
当
へ　

■他
納
税
通
知
書

に
は
土
地
・
家
屋
の
一
筆
・
一
棟
ご
と
の
「
課

税
資
産
の
内
訳
」
を
添
付
し
て
い
ま
す
。
必

ず
課
税
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
同
封

の
ミ
ニ
読
本
も
ご
覧
く
だ
さ
い

生　

活

行
政
に
関
す
る
相
談
は 

行
政
相
談
委
員
へ

　

行
政
相
談
委
員
及
び
総
務
省
山
形
行
政
評

価
事
務
所
で
は
、
国
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
公
庫
等
の

特
殊
法
人
や
独
立
行
政
法
人
等
に
つ
い
て
の

苦
情
や
要
望
・
意
見
な
ど
を
聞
き
、
改
善
す

る
よ
う
働
き
か
け
ま
す
。
お
気
付
き
の
際
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
市
内
の
行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）　

鶴

岡
地
域
…
渡
邉
ゆ
み
（
☎
22
‐
４
０
５
４
）、

小
池
政
幸
（
☎
24
‐
７
０
７
０
）　

藤
島
地

域
…
池
田
勝
美
（
☎
64
‐
５
２
６
９
）　

羽

黒
地
域
…
髙
田
志
郎
（
☎
62
‐
２
４
５
７
）

櫛
引
地
域
…
澤
川
宏
一
（
☎
57
‐
２
５
５
４
）

朝
日
地
域
…
渡
部
芳
勝
（
☎
53
‐
３
１
０
６
）

温
海
地
域
…
本
間
仁
教
（
☎
44
‐
２
７
７
９
）

▼
山
形
行
政
評
価
事
務
所
（
行
政
苦
情
１
１

０
番
）
☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

■問
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８

下
水
道 (

公
共
・
集
排)

・
市
設

置
型
浄
化
槽
を
ご
使
用
の
方
へ

▼
井
戸
水
・
温
泉
水
な
ど
、
水
道
水
以
外
の

水
を
使
用
し
て
い
る
方
は
届
出
が
必
要
で
す

　

水
道
水
以
外
の
水
を
下
水
道
等
へ
排
除
す

る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
や
、
井
戸
水
等
の
給

水
設
備
を
変
更
し
、
下
水
道
等
へ
の
排
水
に

変
更
が
生
じ
る
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
計
測
装
置
（
メ
ー
タ
ー
）
を
取
り

付
け
て
い
な
い
場
合
で
、
使
用
人
数
等
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
も
届
出
が
必
要
で
す
。

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
内
線
４
６
８

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
等
の
送
迎
や
、

保
護
者
の
病
気
・
急
用
の
と
き
の
子
供
の
預

か
り
を
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
育
児

の
援
助
を
頼
み
た
い
方
（
お
ね
が
い
会
員
）

と
援
助
を
し
て
く
れ
る
方（
ま
か
せ
て
会
員
）

が
会
員
登
録
し
て
育
児
支
援
を
し
ま
す
。

　

ま
か
せ
て
会
員
は
、
特
別
な
資
格
や
経
験

が
な
く
て
も
子
供
が
大
好
き
な
方
で
あ
れ
ば

誰
で
も
登
録
で
き
ま
す
。
ま
た
、
万
一
の
場

合
に
備
え
て
保
険
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
料
金　

１
時
間
６
０
０
円
〜　

■申

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

入
居
者
募
集

▼
市
営
住
宅

住
宅
名

階
数
・
間
取
り

戸
数

鶴岡
美
原
住
宅

４
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

大
西
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

七
窪
住
宅

２
階
建
・
３
Ｋ

１

温海
紅
葉
岡
住
宅
２
階
・
３
Ｋ

１

４
階
・
３
Ｋ

１

▼
市
営
ち
わ
ら
住
宅
（
第
６
期
）

種
別

間
取
り
等

戸
数

高
齢
・
障
害
者
向
け
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
）

１

子
育
て
世
帯
向
け

３
Ｄ
Ｋ

（
小
学
生
ま
で
）

３

▼
共
通　

■
入
居
時
期　

７
月
中
旬
以
降

■申
５
月
１
日
○木
〜
23
日
○金
午
後
５
時
に
本
所

建
築
課
☎
内
線
４
８
３
ま
た
は
東
部
建
設
事

務
室
（
羽
黒
庁
舎
）・
南
部
建
設
事
務
室
（
朝

日
庁
舎
）・
温
海
建
設
事
務
室
（
温
海
庁
舎
）

へ　

■他
入
居
資
格
要
件
あ
り
。
調
査
の
上
、

入
居
を
決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
募
集
案
内

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い

そ
の
他

「
里
親
さ
ん
」
に
な
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

親
の
病
気
や
様
々
な
事
情
で
養
育
環
境
に

恵
ま
れ
な
い
子
供
を
、
愛
情
と
ぬ
く
も
り
を

も
っ
て
家
庭
へ
迎
え
入
れ
、
養
育
し
て
く
だ

さ
る
里
親
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
里
親

に
は
、
養
育
里
親
、
専
門
里
親
、
親
族
里
親
、

養
子
縁
組
を
希
望
す
る
里
親
が
あ
り
ま
す
。

　

登
録
申
請
な
ど
詳
し
く
は
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
７
４
１
へ
。

毎
日
が
防
犯 

気
を
つ
け
よ
う

み
ん
な
で
犯
罪
被
害
防
止
！

　

春
は
開
放
的
な
気
分
に
な
る
と
と
も
に
外

出
の
機
会
も
増
え
て
犯
罪
が
多
発
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
▽
振
り
込
め
詐
欺
（
オ
レ
オ

レ
詐
欺
）。
▽
住
宅
侵
入
（
空
き
巣
）。
▽
不

審
者
の
声
掛
け
・
連
れ
去
り
。
▽
ス
ト
ー
カ

ー
・
チ
カ
ン
・
ひ
っ
た
く
り
。
▽
車
上
狙
い
・

自
転
車
盗
難
。
少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら

鶴
岡
警
察
署
☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
６
２

５
月
は
「
水
防
月
間
」
で
す

　

水
害
は
、
大
切
な
生
命
や
財
産
を
瞬
時
に

奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
に
備

え
、
日
頃
か
ら
の
心
構
え
が
重
要
で
す
。
次

の
よ
う
な
確
認
や
準
備
を
し
て
水
害
に
備
え

ま
し
ょ
う
。
▽
テ
レ
ビ
な
ど
の
気
象
情
報
に

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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留
意
し
ま
し
ょ
う
。
▽
避
難
場
所
・
避
難
路

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
▽
非
常
持
出
品
を
準

備
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
農
業
用
水
の
通
水
が
始
ま
り
水
か

さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
局
地
的
な

集
中
豪
雨
が
頻
発
す
る
傾
向
に
あ
り
、
河
川

や
水
路
の
急
な
増
水
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
水

難
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
心
掛
け
る
と
と
も

に
、
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を
見

掛
け
た
ら
注
意
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で

水
の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
１
９

熊
の
出
没
に
注
意
！

　

５
月
・
６
月
は
冬
眠
か
ら
目
覚
め
た
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
が
餌
を
求
め
て
行
動
す
る
季
節
で

す
。
山
や
山
際
の
農
地
に
出
掛
け
る
際
は
、

鈴
・
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も
の
を
携
帯
し
、

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
夕
方
〜
早
朝

は
人
里
に
出
没
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
熊
を
見
掛
け
た
場
合
は
、
駐
在
所
（
警

察
署
）、
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
６
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ
。

森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
と

き
届
出
が
必
要
で
す

　

個
人
か
法
人
か
に
関
わ
ら
ず
、
売
買
契

約
、
相
続
、
贈
与
、
法
人
の
合
併
等
に
よ
っ

て
、
森
林
（
登
記
上
の
地
目
に
関
わ
ら
ず
都

道
府
県
が
作
成
す
る
地
域
森
林
計
画
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
森
林
）
の
土
地
を
新
た
に
取

得
し
た
場
合
は
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届

出
が
必
要
で
す
（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
し
た
場
合
は
不

要
）。
面
積
の
基
準
は
な
く
全
て
対
象
で
す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
１
７
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ

山
火
事
注
意
！ 

多
発
時
期
で
す 

守
り
た
い 

森
の
輝
き 

防
火
の
心

　

山
火
事
の
原
因
の
多
く
は
、
た
き
火
・
タ

バ
コ
・
火
入
れ
の
不
始
末
で
す
。
行
楽
や
山

菜
採
り
で
山
林
に
入
る
と
き
は
、
火
の
取
扱

い
に
十
分
注
意
し
、
山
火
事
に
よ
る
山
林
の

損
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
山
林
へ
の

火
入
れ
は
許
可
が
必
要
で
す
。
実
施
予
定
日

の
７
日
前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ

土
砂
災
害
危
険
区
域
実
態
調
査

　

鶴
岡
地
域
で
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
調

査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■日
５
月
14
日
○水
〜
23
日
○金　

■問
本
所
防
災
安

全
課
☎
内
線
１
１
９

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法 

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　

市
で
は
、
５
月
中
旬
に
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
基
づ
く
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

建
築
物
等
の
解
体
時
に
は
届
出
を
し
、
木
材
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
の
分
別

解
体
・
再
資
源
化
を
適
正
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４

計
量
器
（
は
か
り
）
検
査
の

事
前
調
査

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
は
、
２

年
に
一
度
の
定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
定
期
検
査
前

の
５
月
下
旬
〜
６
月
上
旬
に
計
量
器
の
使
用

状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
定
期
検
査
は
鶴

岡
地
域
が
７
月
２
日
○水
〜
10
日
○木
、
藤
島
・

羽
黒
・
櫛
引
・
朝
日
・
温
海
地
域
が
９
月
上

旬
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

■問
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
６
５

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
に
こ
♥

ふ
る
） 

使
用
料
改
定
の
お
知
ら
せ

■日
７
月
１
日
○火
利
用
分
か
ら　

■問
健
康
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
３　

■他
一
般
利

用
の
申
込
み
は
２
か
月
前
の
１
日
か
ら
で
す

（
７
月
分
は
５
月
１
日
○木
か
ら
）　

■他
詳
細
は

市
ＨHP
「
健
康
課
」

勤
労
者
会
館 

使
用
料
改
定
の
お
知
ら
せ

■日
７
月
１
日
○火
利
用
分
か
ら　

■
使
用
料

大
会
議
室

大
ホ
ー
ル

上
記
以
外

午
前
１
、０
２
０
円
１
、８
４
０
円

７
１
０
円

午
後
１
、８
４
０
円
３
、０
８
０
円
１
、２
３
０
円

夜
間
１
、８
４
０
円
３
、０
８
０
円
１
、２
３
０
円

全
日
３
、９
０
０
円
６
、４
７
０
円
２
、４
６
０
円

■問
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
６
５　

■他
冷
暖
房

設
備
使
用
料
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で
き
る
ま
ち
に 

愛
犬
の
散
歩
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

誰
し
も
自
宅
付
近
で
お
し
っ
こ
や
ふ
ん
を

さ
れ
る
の
は
嫌
な
も
の
で
す
。
お
互
い
が
気

持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
▽
愛
犬
の
ト
イ
レ
は
散
歩
に
出
掛

け
る
前
に
自
宅
敷
地
内
で
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

▽
外
で
し
て
し
ま
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
ふ

ん
を
持
ち
帰
る
袋
と
、
お
し
っ
こ
を
流
す
水

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
）
を
持
っ
て
出
掛
け
ま

し
ょ
う
（
河
川
敷
や
側
溝
、
雪
の
中
等
へ
の

放
置
は
厳
禁
で
す
）。
▽
小
さ
な
犬
も
必
ず

リ
ー
ド
等
で
つ
な
い
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

５
月
30
日
は 

ご
み
ゼ
ロ
の
日
で
す

　

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
な
ど
、
ご
み
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
不

法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
を
な
く

し
、
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な

鶴
岡
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
鶴
岡
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦

ポ
イ
捨
て
ご
み
等
の
清
掃
活

動
を
実
施
し
ま
す　

■日
５
月

30
日
○金
午
前
10
時
（
小
真
木

原
公
園
中
央
駐
車
場
集
合
）　

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線

６
７
７

「
事
業
系
ご
み
」
は
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん

　

会
社
や
商
店
な
ど
の
事
業
活
動
に
伴
う
廃

棄
物
で
、「
も
や
す
ご
み
（
特
別
な
も
の
を

除
く
）」
以
外
は
「
産
業
廃
棄
物
」
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、
事
業
者
の
責
任
で
処
理
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
産
業
廃

棄
物
は
、
自
ら
再
資
源
化
に
努
め
る
か
、
産

業
廃
棄
物
処
理
許
可
業
者
に
処
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
般
廃
棄
物
で
あ
る

「
も
や
す
ご
み
」
は
、
市
の
ご
み
焼
却
施
設

に
自
ら
搬
入
す
る
か
、
一
般
廃
棄
物
処
理
許

可
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７ 誰かが見ている…不法投棄監視中

不法投棄を見掛けたらご通報ください。
廃棄物対策課内「鶴岡市不法投棄監視通
報ネットワーク」☎22‐2848

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　



12

93

　鶴岡に来たのは二回目です。鶴岡は、海あり山あ
りで自然資源が豊富な所だなという印象です。
　私は、婚活や妊活など “女性 ”をキーワードとし
た活動をしています。女性は取材をしていても面白
いですよ。自分を客観的に見ている人が多いし表現
力もある。これまでの社会というのは、男性を中心に
作られてきたところがどうしてもありますよね。女
性は、いずれ嫁に行く人ということで、なかなか家
業の中の人として育てられない。私が書いた『跡取
り娘の経営学』という本は、突然家業を継ぐことに
なった跡取り娘が、傾きかけていた家業を再生する
というお話です。新しい視点で物事を見たり、それ
までなかったものを生み出したりする女性の発想力

は本当に面白いですし、
女性には改革者の資質
があると思いますね。
　少子化問題を考える
とき、仕事も結婚も出

産も子育ても、ばらばらに考えないで、女性一人の
人生の上に全部乗っているものと考えた方がいいと
思っています。今、政府では、切れ目のない支援と
いうことで少子化対策を打ち出しています。女性が
活躍できる環境作りも少子化対策の一環であるとい
う形になってきて、とても良かったと思っています。
でも、まだ地方では「嫁に行ったら仕事はセーブす
るもの」というような考え方があるのではないで
しょうか。これは本当にパワーの無駄遣いで、逆に
子育てしながら無理なく働ける環境があれば、女性
はいくらでもパワーを発揮できるのです。
　女性の活躍と地域活性は通底しているので、地域
を元気にすることが重要だと思っています。地方の
良いところの一つは地域力。都会では余り見られな
くなった地域のコミュニティやネットワークがある
ということが一番の強みだと思います。それも一度
壊してしまうとなかなか得られない力なので、ぜひ
これからも大切に生かしてほしいと思います。

少子化ジャーナリスト。作家。山田昌弘氏（中央大
学教授）とともに「婚活」を提唱し婚活ブームを起
こす。『妊活バイブル』『女子と就活』『婚活症候群』
『格付けしあう女たち 女子カーストの実態』など著
書多数。つるおか婚活支援ネットワーク講演会の講
師として来鶴。東京都出身。

白
し ら か わ

河 桃
と う こ

子 さん
女性の発想力は面白いですよ

講演会の様子（３月21日／グランド エル・サン）

市
民
の
意
見
や
提
言
を
届

け
る
に
は

　

市
役
所
の
仕
事
や
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
多
く
の
市
民
が
い
ろ
い
ろ

な
意
見
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

意
見
や
提
言
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
に
伝

え
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

「
提
言
は
が
き
」
や
「
車
座
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や

提
言
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
広
聴

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、

市
内
の
公
共
施
設
（
市
役
所
、公
民
館
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
）
に
配
置

し
て
い
る「
提
言
は
が
き
」や「
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
で
意
見
・
提
言
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
団
体
や
グ
ル
ー

プ
を
対
象
に
、
市
長
と
直
接
意
見
交
換

を
行
う「
市
長
と
語
ろ
う
！『
車
座
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
』」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
提
言
は
が
き
」

　

平
成
18
年
か
ら
実
施
し
毎
年
１
０
０

通
以
上
の
意
見
・
要
望
・
提
言
等
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ハ
ガ
キ
に
皆

市への意見や質問、広報を読んでの
感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎ 25‐ 2111内線316

QA
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さ
ん
の
声
を
記
入
し
、
郵
便
ポ
ス
ト

に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
（
切
手
不
要
）。

頂
い
た
意
見
等
は
担
当
課
に
回
付
し
、

回
答
文
を
差
出
人
に
お
送
り
し
ま
す
。

「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

左
側
に
あ
る
「
ご
意
見
・
ご
提
言
」
ア

イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
投
稿

フ
ォ
ー
ム
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
意
見
と

必
要
事
項
を
入
力
し
「
入
力
終
了
」
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。「
提
言
は

が
き
」
と
同
様
に
、
頂
い
た
内
容
は
担

当
課
に
回
付
し
、
後
日
、
回
答
を
電
子

メ
ー
ル
で
返
信
し
ま
す
。

※
差
出
人
の
住
所
や
氏
名
、
電
子
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
が
な
い
た
め
返
答
で
き
な

い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
回
答
を

ご
希
望
の
方
は
、
今
一
度
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

　

市
内
で
活
動
す
る
団
体
な
ど
が
抱
え

る
課
題
や
問
題
に
つ
い
て
、
市
長
と
直

接
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
市
政
と

市
民
の
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
お
お
む
ね
５
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
開
催
は
月
３
回
程
度
で
、
１
回
２

時
間
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
を
希
望
す
る
場
合
は
、
開
催
希

望
票
の
提
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
総
務
課
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　〈
本
所
総
務
課
〉

　私たちの高校では「あいさつ運動」を実施して
います。遅刻防止はもちろん、挨拶で学校全体が
活気づくことが目的です。今年度最初は、４月８
日～11日に生徒会理事会26人が生徒昇降口前
に並んで実施します。これまで学校生活を送って
きた中で感じるのは、「『鶴工』は挨拶がきちんと
できる学校」だということ。ふだんからみんなが
自然と挨拶を交わしています。８日は入学式が行
われるので、そういう印象を新入生にも感じても
らいたいですね。そして、９日の対面式を楽しん
でもらい、緊張を和らげてくれたらうれしいです。
　２回目の運動を５月下旬から、３回目を10月
上旬からそれぞれ約１か月半実施します。これら
は各委員会・部活動等が日替わりで担当。ほぼ全
校生徒が参加します。全校生徒参加型は昨年度に

始めたのですが、「自分たちの学校の取り組みと
して、全員でやっていこう」という気持ちが生徒
の間に生まれつつあります。全員で取り組むこと
によって、よい雰囲気づくりにつながっています
し、私たちもその明るい雰囲気が好きですね。鶴
工の伝統として続けていければと思います。
 「無限の可能性」をスローガンに、これから１年
間、生徒会は様々な活動をしていきます。意見し
やすいように「目安箱」を設置しているのです
が、できるだけ多くの声を取り入れていきたいで
す。また、６学科で開催する学校祭は今年が最後。
生徒も地域の方も楽しめるものにしたいと気合が
入っています。学校生活は生徒会だけで成り立つ
ものではないので、全校生徒で「より良い鶴工」
をつくり上げていきたいと思います。

隔月連載

スクールライフ！
鶴岡市にある 10校の高等学校と高等専門学校。
その学校ならではの取り組みや活動を生徒・学生が紹介します。

No. １　あいさつ運動／鶴岡工業高校（生徒会） [ 学校概要 ]　○創立…大正９年（工
業高校として）　○学科…機械・生
産・電気電子・情報通信・建築・環
境システム科（全日制）、工業技術
科（定時制）　○校訓…「誠実勤労」
「質実剛健」　○生徒は専門的な研究
活動やものづくりをとおして充実し
た学校生活を送る。卒業後も各学科
の特徴を生かし様々な分野で活躍

■ 紹 介 者 [ 写真左から ]
○生徒会副会長 /佐藤祿平さん
　（電気電子システム科３年生）
○生徒会長 /小林健俊さん
　（生産システム科３年生）
○生徒会副会長 /太田佑貴さん
　（機械システム科３年生）

あいさつ運動（４月８日～ 11日） 対面式・部活動紹介（４月９日）
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催
し

出
羽
街
道
路
乃
茶
屋
「
キ
ラ
リ
」 

キ
ラ
リ
か
た
く
り
園
・
か
た
く
り
ま
つ
り

▼
か
た
く
り
園
（
約
１
ha
）　

■日
５
月
上
旬

ま
で　

■費
大
人
１
０
０
円
（
維
持
協
力
金
）

■他
同
茶
屋
で
要
受
付

▼
か
た
く
り
ま
つ
り　

■日
５
月
３
日
○土
〜
６

日
○火
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■場
同
茶
屋

■内
旬
の
山
菜
を
中
心
に
地
元
農
産
物
を
販
売

▼
共
通　

■問
同
茶
屋
☎
47
‐
２
５
８
８

鶴
岡
南
高
校
吹
奏
楽
研
究
会 

定
期
演
奏
会

■日
５
月
５
日
○月
午
後
４
時　

■場
希
望
ホ
ー
ル

（
酒
田
市
）　

■費
前
売
り
券
４
０
０
円
（
当
日

は
５
０
０
円
）　

■問
同
校
☎
22
‐
０
０
６
１

２
０
１
４
天
使
の
笑
顔
写
真
展

■日
５
月
10
日
○土
〜
13
日
○火
午
前
９
時
〜
午
後

４
時　

■場
荘
内
神
社
参
集
殿　

■他
10
日
○土
・

11
日
○日
は
文
化
箏こ

と

・
ダ
ン
ス
発
表
あ
り

し
ゃ
り
ん
早
田
孟
宗
ま
つ
り

■日
５
月
11
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■内

早
田
地
区
で
朝
掘
り
し
た
旬
の
孟も

う
そ
う宗

や
、
孟

宗
汁
（
１
杯
３
０
０
円
）
の
販
売
等　

■場
・

■問
道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐

３
２
１
１

変
わ
り
そ
ば
・
十
割
そ
ば
打

ち
体
験
講
座
〈
上
級
編
〉

■日
５
月
11
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■定

各
回
８
組　

■費
１
鉢
１
、５
０
０
円
（
３
人
・

４
人
前
）　

■場
・
■問
そ
ば
処
大
梵
字
☎
53
‐

３
４
１
３

ニ
ュ
ー
ナ
イ
ス
歌
謡
会 

歌
と
踊
り
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
発
表
会

■日
５
月
11
日
○日
午
前
11
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■費
前
売
り
券
５
０
０
円
（
当
日
は

８
０
０
円
）　

■申
同
会

裁
判
所
見
学
会

■日
５
月
15
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■定
先
着
30

人　

■内
刑
事
裁
判
傍
聴
、
裁
判
手
続
き
説
明
、

裁
判
員
制
度
説
明
等　

■場
・
■申
山
形
地
方
裁

判
所
鶴
岡
支
部
☎
23
‐
６
６
６
６

「
Ｊ
Ｔ
の
森 

鶴
岡
」 

森
づ
く
り
活
動

■日
５
月
17
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
（
い

こ
い
の
村
庄
内
多
目
的
広
場
集
合
。
雨
天
決

行
）　

■内
植
栽
、
枝
打
ち
、
木
工
教
室　

■持

軍
手
、
帽
子
等　

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課

☎
内
線
５
９
７

早
田
孟
宗
掘
り
体
験

■日
５
月
17
日
○土
午
前
10
時
（
道
の
駅
「
あ
つ

み
」
し
ゃ
り
ん
駐
車
場
集
合
。
雨
天
決
行
）　

■定
先
着
30
人　

■内
孟
宗
掘
り
体
験
、
孟
宗
料

理
を
作
っ
て
食
べ
る　

■費
１
、５
０
０
円（
孟

宗
１
本
お
土
産
付
き
）　

■持
軍
手
等　

■申
５

月
９
日
○金
ま
で
、
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐

３
５
４
７
へ

月
山
高
原
で 

ア
ス
パ
ラ
収
穫
体
験

■日
５
月
17
日
○土
・
18
日
○日
・
24
日
○土
午
後
１

時
〜
４
時
30
分
（
雨
天
決
行
）　

■
入
園
料　

２
０
０
円
（
収
穫
分
は
１
０
０
ｇ
２
０
０
円

で
販
売
）　

■申
団
体
の
場
合
は
各
日
３
日
前

ま
で
月
山
高
原
み
は
ら
し
の
丘
の
会
へ
（
個

人
は
申
込
み
不
要
）

月
山
筍た
け

尽
く
し
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す 

月
山
筍
御
膳

■日
５
月
18
日
○日
〜
６
月
15
日
○日
午
前
11

時
〜
午
後
４
時
30
分　

■費
前
売
り
券
１
、

５
０
０
円　

■場
・
■問
そ
ば
処
大
梵
字
☎
53
‐

３
４
１
３

三
瀬
八
森
山
孟
宗
ま
つ
り

■日
５
月
18
日
○日
午
前

11
時
〜
午
後
２
時　

■場
八
森
山
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
広
場
（
雨

天
時
は
八
森
山
ヒ
ュ

ッ
テ
）　

■内
孟
宗
汁
・

孟
宗
御
飯
・
朝
採
り

孟
宗
等
の
販
売　

■問

三
瀬
地
区
自
治
会
☎

73
‐
２
０
０
１　

■他
三
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
１
、０
０
０
円
の
チ
ケ
ッ
ト
（
１
、

１
０
０
円
分
の
買
物
が
で
き
ま
す
。
抽
せ
ん

券
付
き
）
を
販
売
し
て
い
ま
す
（
５
月
15
日

○木
ま
で
）

Ｊ
Ａ
鶴
岡 

あ
ぐ
り
セ
ミ
ナ
ー

■日
初
回
５
月
20
日
○火
午
前
９
時
30
分
（
来

年
３
月
ま
で
に
全
５
回
）　

■場
農
村
セ
ン
タ

ー　

■対
女
性　

■内
講
話
「
Ｎ
ｅ
ｗ
和
食
!?
話

題
の
乳
和
食
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」
小
川
豊
美

氏
（
管
理
栄
養
士
）
他　

■費
３
０
０
円　

■申

５
月
14
日
○水
ま
で
Ｊ
Ａ
鶴
岡
生
活
課
☎
23
‐

５
０
４
５
へ

東
北
振
興
研
修
所 

教
養
セ
ミ
ナ
ー（
孟
宗
汁
懇
話
会
）

■日
５
月
21
日
○水
午
前
11
時　

■内
講
演
「
戦
国

武
将
加
藤
清
正
と
二
代
忠
廣
の
庄
内
配
流
」

小
林
良
市
氏
（
荘
内
加
藤
清
正
公
忠
廣
公
遺

蹟
顕
彰
会
）　

■費
２
、０
０
０
円（
昼
食
代
等
）　

■場
・
■申
５
月
15
日
○木
ま
で
同
研
修
所
☎
62
‐

２
０
８
２
へ

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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春
季
消
防
演
習

■日
５
月
24
日
○土
午
後
１

時　

■場
小
真
木
原
陸
上

競
技
場
（
雨
天
時
は
小

真
木
原
総
合
体
育
館
）　

■内
消
防
訓
練
展
示
、
ま

と
い
振
り
等　

■問
消

防
本
部
警
防
課
☎
22
‐

８
３
２
０

六
十
里
越
街
道
安
全
祈
願
祭 

ミ
ニ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
５
月
24
日
○土
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２

時
（
多
層
民
家
集
合
）　

■場
多
層
民
家
↓
蟻

腰
坂
↓
弘
法
茶
屋
跡
↓
千
手
ブ
ナ
↓
多
層
民

家　

■費
２
、５
０
０
円
（
そ
ば
代
・
手
作
り

笹
巻
き
の
お
土
産
付
き
）　

■持
雨
具
等　

■申

５
月
14
日
○水
ま
で
、
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会

☎
53
‐
３
４
１
１
へ

旬
の
農
林
水
産
物
が
そ
ろ
う 

朝
市
〜
会
場
が
変
わ
り
ま
す
〜

■日
５
月
25
日
○日
、
６
月
〜
10
月
の
第
２
・
第

４
日
曜
日
午
前
６
時
〜
６
時
45
分（
計
11
回
）　

■場
鶴
岡
公
園
東
駐
車
場　

■問
鶴
岡
市
朝
市

の
会
（
佐
藤
）
☎
０
９
０
‐
２
９
５
７
‐

２
５
５
８

摩
耶
山
春
の
登
山
会

■日
５
月
25
日
○日
午
前
８
時
（
越
沢
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■内
安
全
祈
願
神
事
、
登

山
、
懇
親
会
、
山
菜
等
特
産
品
の
販
売　

■問

あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

Ｊ
Ａ
鶴
岡 

あ
ぐ
り
カ
レ
ッ
ジ

■日
初
回
５
月
29
日
○木
午
前
９
時
30
分
（
来
年

３
月
ま
で
に
全
５
回
）　

■場
農
村
セ
ン
タ
ー　

■対
未
就
学
児
の
母
親
先
着
30
人　

■内「
鶴
岡

自
慢
の
枝
豆
を
植
え
て
み
よ
う
」
他　

■費
２
、

５
０
０
円（
内
容
に
よ
っ
て
別
途
材
料
費
等
）　

■申
５
月
15
日
○木
ま
で
Ｊ
Ａ
鶴
岡
生
活
課
☎

23
‐
５
０
４
５
へ　

■他
託
児
あ
り

タ
キ
タ
ロ
ウ
ま
つ
り

■日
６
月
１
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
雨

天
決
行
）　

■場
大
鳥
タ
キ
タ
ロ
ウ
公
園
等　

■内
魚
の
つ
か
み
ど
り
、
ボ
ー
ト
遊
び
、
カ
ヌ

ー
・
ダ
ッ
キ
ー
ス
ク
ー
ル
、
山
菜
直
売
、
森

の
ク
ラ
フ
ト
、
森
の
音
楽
会
、
て
ん
ご
編
み

実
演
＆
マ
タ
ギ
・
タ
キ
タ
ロ
ウ
講
話
、
荒
沢

ダ
ム
探
検
、
寿

岡
発
電
所
見

学
、
朝
日
連
峰

山
開
き
神
事
等

■問
朝
日
庁
舎
産

業
課
内
「
同
ま

つ
り
実
行
委
員

会
」
事
務
局
☎

内
線
３
５
２

ま
る
ご
と
体
験
「
し
な
織
の

里
関
川 

２
０
１
４
春
」

■日
６
月
１
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

■場

関
川
し
な
織
セ
ン
タ
ー
、
関
川
し
な
の
木
の

森
等　

■対
高
校
生
以
上
先
着
25
人　

■内
し
な

の
木
の
保
育
活
動
、
山
菜
収
穫
体
験
・
調
理
、

ワ
ラ
ビ
の
あ
く
抜
き
体
験　

■費
３
、０
０
０

円
（
昼
食
代
等
）　

■申
５
月
25
日
○日
ま
で
関

川
自
治
会
☎
47
‐
２
５
０
２
へ

温
海
特
産
品
ま
つ
り

■日
６
月
１
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場

米
子
漁
港　

■内
温
海
地
域
の
海
・
山
の
幸
の

販
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等　

■問
出
羽
商

工
会
温
海
支
所
☎
43
‐
２
４
１
１

出
羽
商
工
会
庄
内
料
理
研
究
会 

「
食
と
命
を
学
ぶ
集
い
」

■日
６
月
３
日
○火
午
後
２
時　

■場
い
で
は
文
化

記
念
館　

■定
２
０
０
人　

■
講
演　
「
い
の

ち
を
繋
ぐ
食

の
あ
り
方
」

辰
巳
芳
子
氏

（
料
理
家
）

■
実
演　

煮

干
し
、
魚
・

豚
・
鶏
の
骨
を
使
っ
た
だ
し
の
と
り
方　

■

チ
ケ
ッ
ト　

２
、０
０
０
円　

■
チ
ケ
ッ
ト

取
扱
い　

出
羽
商
工
会
本
所
・
各
支
所　

■問

出
羽
商
工
会
本
所
☎
64
‐
２
１
３
０

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品
展
（
暮

し
の
中
の
キ
ル
ト
）

■日
６
月
６
日
○金
〜
８
日
○日
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
（
８
日
は
午
後
４
時
ま
で
）　

■場
鶴

岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
荒
井
☎
24
‐

２
９
５
８

固
雪
の
六
十
里
越
街
道
と 

旬
の
山
菜
料
理
を
楽
し
む
会

■日
６
月
11
日
○水
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
４
時

30
分
（
米
の
粉
の
滝
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
集
合
）　

■場
田
麦
俣
↓
細
越
峠
↓
湯
殿
山
参
籠
所　

■費

４
、５
０
０
円
（
特
製
街
道
弁
当
代
等
）　

■持

雨
具
等　

■申
６
月
４
日
○水
ま
で
、
あ
さ
ひ
む

ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

淡
井
会 

民
謡
お
さ
ら
い
会

■日
６
月
15
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
す
ま
い

る　

■問
同
会
☎
24
‐
５
４
４
７

せ
か
い
の
台
所 

ブ
ラ
ジ
ル
料
理 

〜
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
さ
ん
の
台
所
〜

■日
６
月
15
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
松
生
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
氏
（
ブ
ラ
ジ

ル
連
邦
共
和
国
出
身
）　

■費
２
、０
０
０
円

■持
エ
プ
ロ
ン　

■場
・
■申
５
月
17
日
○土
か
ら
出

羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０
０
へ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

市
民
登
山
「
母
狩
」

■日
６
月
22
日
○日
午
前
６
時
（
市
役
所
本
所
集

合
）　

■場
谷
定
↓
高
見
台
↓
母
狩
山
頂
↓
鎧

ヶ
峰
↓
金
峯
神
社
中
の
宮　

■定
先
着
50
人　

■費
高
校
生
以
上
…
２
、０
０
０
円　

中
学
生

…
１
、０
０
０
円　

■持
昼
食
、
雨
具
、
軍
手
、

保
険
証
等　

■申
６
月
10
日
○火
ま
で
同
ク
ラ
ブ

事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

世
話
焼
き
コ
ン 

〜
恋
の
さ
く
ら
ん
ぼ
〜

　

頼
れ
る
既
婚
者
の
友
人
・
知
人
と
一
緒
に

参
加
し
て
、
す
て
き
な
出
会
い
を
見
付
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

独
身
の
方
と
既
婚
の
方
の
２
人
１
組
（
①

25
歳
〜
40
歳
の
独
身
の
男
性
と
、
そ
の
方
を

応
援
す
る
既
婚
の
友
人
等　

②
25
歳
〜
40
歳

㈱茂仁香
辰巳 芳子 氏
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の
独
身
の
女
性
と
、
そ
の
方
を
応
援
す
る
既

婚
の
友
人
等
）
で
の
参
加
が
基
本
で
す
。
独

身
の
方
同
士
で
の
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

■日
６
月
28
日
○土
午
後
２
時
（
①
は
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
参
加
の
た
め
午
後
１
時
30

分
）　

■場
産
直
あ
ぐ
り　

■定
①
②
各
15
組（
申

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
）　

■内
さ
く
ら

ん
ぼ
狩
り
、
立
食
交

流
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
タ

イ
ム
等　

■費
①
１
組
５
、

０
０
０
円　

②
１
組

３
、０
０
０
円　

■申
６

月
６
日
○金
ま
で
櫛
引
庁

舎
総
務
企
画
課
☎
57
‐

２
１
１
１
へ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会

■日
５
月
８
日
○木
・
15
日
○木
・
22
日
○木
午
後

２
時
〜
３
時
（
全
３
回
）　

■場
藤
島
体
育
館　

■費
７
５
０
円　

■申
５
月
７
日
○水
ま
で
同
ク
ラ

ブ
☎
64
‐
２
１
４
３
へ

認
知
症
患
者
家
族
教
室

■日
５
月
17
日
○土
午
前
10
時　

■場
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■内
講
話
「
認

知
症
を
知
る
〜
認
知
症
か
な
？
と
思
っ
た

ら
〜
」
丸
谷
宏
（
荘
内
病
院
神
経
内
科
主

任
医
長
）、
ア
ド
バ
イ
ス
（
保
健
師
）　

■申

鶴
岡
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
29
‐

４
１
８
０
ま
た
は
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）☎

内
線
３
６
４
へ

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

■日
５
月
12
日
〜
10
月
13
日
の
毎
週
月
曜
日
午

後
７
時
〜
９
時　

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー

ト　

■費
大
人
…
６
、０
０
０
円　

親
子
…
９
、

０
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５
、０
０
０
円　

兄
弟
姉
妹
（
小
・
中
学
生
）
…
８
、０
０
０

円　

家
族
（
３
人
以
上
）
…
１
人
増
す
ご
と

に
４
、０
０
０
円　

夫
婦
・
成
人
兄
弟
姉
妹

…
１
万
円　

■申
鶴
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
５
月
17
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内「
肺
結
核
の
は
な
し
」
河
上
英
則
（
同

院
呼
吸
器
科
主
任
医
長
）、「
口
腔
ケ
ア
の
は

な
し
」
鶴
巻
佳
那
（
同
院
医
療
安
全
管
理
室

歯
科
衛
生
士
）　

■申
５
月
14
日
○水
ま
で
同
院

地
域
医
療
連
携
室
内
「
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
」
☎
26
‐
５
１
８
０

へ
て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
新
緑
の
八
森
山
を
訪
ね
て　

■日
５
月
18
日

○日
午
前
９
時（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所
発〈
要

予
約
〉）　

■場
気
比
神
社
↓
八
森
山　

■費
１
、

３
０
０
円
（
現
地
集
合
〈
午
前
９
時
30
分
・

三
瀬
小
〉
の
場
合
は
１
、２
０
０
円
。
三
瀬

八
森
山
孟
宗
ま
つ
り
参
加
料
等
）　

■申
５
月

７
日
○水
〜
12
日
○月

▼
ふ
じ
の
花
ま
つ
り
ウ
ォ
ー
ク　

■日
５
月
24

日
○土
午
前
９
時
30
分
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本

所
発
〈
要
予

約
〉）　

■場
藤

島
地
区
地
域

活
動
セ
ン
タ

ー
（
旧
藤
島

公
民
館
）
↓

藤
島
駅
↓
藤

島
倉
庫
↓
六

所
神
社
↓
藤

島
城
址し

↓
東

田
川
文
化
記
念
館
↓
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ

ン
タ
ー
（
約
７
㎞
）　

■費
１
、０
０
０
円
（
現

地
集
合
〈
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
・

午
前
10
時
〉
の
場
合
は
９
０
０
円
。
昼
食
代

〈
藤
島
地
域
特
産
メ
ニ
ュ
ー
〉
等
）　

■申
５
月

13
日
○火
〜
19
日
○月

▼
マ
タ
ギ
の
里
大
鳥
を
訪
ね
て　

■日
５
月
31

日
○土
午
前
８
時
30
分
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本

所
発
〈
要
予
約
〉）　

■場
タ
キ
タ
ロ
ウ
広
場
↓

河
合
橋
↓
松
平
山
↓
大
鳥
鉱
山
跡
↓
大
鳥
自

然
の
家
（
約
８
㎞
）　

■費
１
、０
０
０
円
（
現

地
集
合
〈
タ
キ
タ
ロ
ウ
広
場
・
午
前
９
時
30

分
〉
の
場
合
は
９
０
０
円
。
山
菜
汁
代
等
）　

■持
軽
食
、
お
わ
ん
、
箸　

■申
５
月
14
日
○水
〜

26
日
○月

▼
義
経
上
陸
の
地
を
巡
る　

■日
６
月
１
日
○日

午
前
８
時
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所
発
〈
要

予
約
〉）　

■場
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き
↓

鼠
ヶ
関
灯
台
・
義
経
ゆ
か
り
の
浜
↓
大
龍
寺

↓
念
珠
関
跡
↓
念
珠
の
松
↓
マ
リ
ン
パ
ー
ク

ね
ず
が
せ
き
（
約
８
㎞
）　

■費
１
、０
０
０
円

（
現
地
集
合
〈
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き
・

午
前
９
時
〉
の
場
合
は
９
０
０
円
。
温
海
地

域
特
産
メ
ニ
ュ
ー
代
等
）　

■持
軽
食
、
お
わ

ん
、
箸　

■申
５
月
16
日
○金
〜
26
日
○月

▼
名
水
！
長
滝
を
訪
ね
て　

■日
６
月
８
日
○日

午
前
８
時
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所
発
〈
要

予
約
〉）　

■場
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

↓
砂
谷
・
長
滝
↓
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
約
14
㎞
）　

■費
１
、０
０
０
円
（
現
地

集
合
〈
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
午

前
８
時
30
分
〉
の
場
合
は
９
０
０
円
。
そ
ば

代
等
）　

■申
５
月
26
日
○月
〜
６
月
２
日
○月

▼
共
通　

■定
各
１
０
０
人　

■費
中
学
生
以
下

５
０
０
円　

■持
コ
ッ
プ
、
雨
具　

■申
ス
ポ
ー

ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
小
学
生
以
下
保

護
者
同
伴
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
対
象
事
業

元
気
も
り
も
り
健
康
教
室

《
た
け
の
こ
コ
ー
ス
①
》

　

高
齢
者
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ

教
室
で
す
。

■日
５
月
27
日
○火
午
後
１
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
に
興
味
の
あ
る

方
先
着
30
人　

■内
体
操「
運
動
器
を
鍛
え
て

若
さ
を
保
つ
」
澤
田
美
佳
氏（
健
康
運
動
指

導
士
）、
講
話「
健
康
長
寿
の
６
つ
の
ポ
イ
ン

ト
」「
脳
力
向
上
の
生
活
術
」
保
健
師
・
管

理
栄
養
士
、
脳
活
性
化
ゲ
ー
ム
等　

■申
５
月

20
日
○火
ま
で
鶴
岡
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
３
６
へ

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

「
新
緑
の
羽
黒
山
編
」

■日
６
月
７
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
（
月

山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
集
合
）　

■対

中
学
生
以
上
先
着
20
人　

■内
同
セ
ン
タ
ー

周
辺
で
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ク
ラ
フ

ト
作
成　

■費
１
、０
０
０
円
（
み
そ
汁
代
等
）

■持
昼
食
、
雨
具
、
ポ
ー
ル
（
貸
出
し
あ
り
）　

■申
５
月
30
日
○金
ま
で
鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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一
般
財
団
法
人
鶴
岡
水
泳
育
成
協
会 

親
子
水
泳
教
室

■日
６
月
７
日
〜
７
月
５
日
の
毎
週
土
曜
日
午

前
11
時
〜
11
時
45
分
（
全
５
回
）　

■場
市
民

プ
ー
ル　

■対
１
歳
〜
３
歳
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者　

■申
同
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
詳

細
は
同
協
会
ＨHP

小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

登
録
申
請
受
付

■
第
２
期
利
用
期
間　

７
月
・
８
月　

■対
市

内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方
を
中
心

と
し
た
６
人
以
上
の
団
体　

■申
５
月
７
日

○水
〜
20
日
○火
に
鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
25
‐

８
１
３
１
へ

鶴
岡
地
区
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
連
盟　

チ
ー
ム
・
個
人
募
集

■
チ
ー
ム
編
成　

ク
ラ
ブ
男
子
・
女
子
、
実

業
団
、
シ
ニ
ア
（
35
歳
以
上
）、
ミ
ド
ル

（
男
女
混
合
）　

■
登
録
料　

１
チ
ー
ム
７
、

０
０
０
円
（
個
人
は
登
録
チ
ー
ム
を
紹
介
し

ま
す
）　

■
大
会
参
加
費
（
１
チ
ー
ム
料
金
）　

連
盟
会
長
杯
…
３
、０
０
０
円　

ナ
イ
タ
ー

リ
ー
グ
…
８
、０
０
０
円　

■申
５
月
31
日
○土

ま
で
同
連
盟
事
務
局
へ

田
川
地
区
社
会
人
ナ
イ
タ
ー
卓

球
リ
ー
グ　

参
加
チ
ー
ム
募
集

■日
７
月
10
日
〜
11
月
６
日
の
木
曜
日
午
後
６

時
30
分
〜
９
時
30
分
（
計
16
日
）　

■場
朝
暘

武
道
館　

■
種
目　

硬
式
男
子
、
硬
式
女

子
、ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
各
団
体
戦
（
３
種
目
）　

■申
６
月
15
日
○日
ま
で
鶴
岡
卓
球
協
会
へ　

■他

詳
細
は
同
協
会
ＨHP

「
躰
道
健
康
教
室
」 

無
料
体
験
入
門

■日
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30
分　

■場

大
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■対
中
高
年

の
方　

■
無
料
体
験
期
間　

１
か
月

鶴
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
市
内
各
テ

ニ
ス
コ
ー
ト　

■対
小
学
生　

■費
月
額
２
、

０
０
０
円
（
別
途
保
険
料
・
登
録
料
）　

子
育
て
・
子
供
向
け

図
書
館
本
館 
お
は
な
し
会

▼
こ
ど
も
お
は
な
し
会　

■日
毎
週
水
曜
日
午

後
４
時
、
毎
週
土
曜
日
午
後
３
時
、
毎
月
第

４
水
曜
日
午
前
11
時
（
乳
幼
児
向
け
）　

■内

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

紙
芝
居
、
昔
話
、
手
遊

び
等

▼
春
の
た
ね
ま
き
お
は

な
し
会　

■日
５
月
11
日

○日
午
前
10
時
（
小
学

生
向
け
）・
10
時
30
分　

■内
素
語
り
、
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
詩
等

▼
共
通　

■対
幼
児
〜
小
学
生
、
親
子　

■場
・

■問
同
館
☎
25
‐
２
５
２
５

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

親
子

で
す
ご
す〝
キ
ッ
ズ
ア
ト
リ
エ
〞

■日
毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
（
10

月
11
日
○土
は
休
み
）　

■対
幼
児
〜
小
学
生（
低

学
年
）
と
そ
の
保
護
者　

■内
お
絵
描
き
、
工

作
等
自
由
に
制
作　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐

０
２
６
０　

■他
詳
細
は
同
館
ＨHP

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
企
画〝
作
っ
て

遊
ぼ
う 

こ
ど
も
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル
〞

■日
５
月
３
日
○土
〜
５
日
○月
午
前
10
時
〜
正
午　

■対
幼
児
〜
小
学
生
（
低
学
年
）
と
そ
の
保
護

者　

■内
こ
ど
も
の
日
に
ち
な
ん
だ
作
品
の
制

作　

■場
・
■問
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎

29
‐
０
２
６
０　

■他
詳
細
は
同
館
ＨHP

平
成
26
年
度
ク
ラ
ブ
員
募
集 

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

■日
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
午
前
９
時
〜
11

時
30
分
（
年
間
22
回
。
５
月
10
日
○土
午
前
10

時
に
中
央
公
民
館
で
開
講
式
・
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
）　

■場
秋
山
鉄
工
㈱

日
本
国
工
場
等　

■対
市
内
在
住
の
小
学
４
年

生
〜
中
学
３
年
生
先
着
20
人　

■費
年
額
４
、

０
０
０
円　

■申
５
月
２
日
○金
〜
９
日
○金
に
学

校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５

へ　

■他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す

あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋

■日
５
月
13
日
○火
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
平
成
25
年
12
月
・
平
成
26
年

１
月
生
ま
れ
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
、

初
め
て
出
産
を
迎
え
る
妊
婦　

■内
触
れ
合
い

遊
び
、
お
茶
タ
イ
ム　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申

５
月
９
日
○金
ま
で
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１
へ

あ
か
ち
ゃ
ん
広
場

■日
５
月
15
日
○木
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
平
成
25
年
５
月
〜
11
月
生
ま

れ
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者　

■内
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
赤
ち
ゃ
ん
ヨ
ガ　

■師
上
野
和

佳
氏（
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
５
月
12
日
○月
ま
で
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
７
４
１
へ

ま
ん
ま
ル
ー
ム
５
月
の
講
座

■日
５
月
16
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■内「
ト
イ

レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
公
立
保
育
園
長　

■場
・

■問
ま
ん
ま
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

子
ど
も
ま
つ
り

■日
５
月
18
日
○日　

■時
・
■場
午
前
９
時
〜
正
午

…
鶴
岡
公
園　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

…
中
央
児
童
館　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３

時
…
内
川
ほ
っ
と
パ
ー
ク　

午
後
１
時
〜
３

時
…
小
真
木
原
総

合
体
育
館　

■問
本

所
子
育
て
推
進
課

内
「
同
ま
つ
り
実

行
委
員
会
」
事
務

局
☎
内
線
１
５
０　

■他
雨
天
時
は
会
場

変
更
や
企
画
の
中

止
を
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
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離
乳
食
教
室 

「
ベ
ビ
ー
キ
ッ
チ
ン
」

■日
５
月
22
日
○木
午
前

９
時
45
分　

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対

平
成
25
年
６
月
〜
８

月
生
ま
れ
の
子
供
と

そ
の
保
護
者
先
着
20

組　

■内
離
乳
食
の
進

め
方
と
調
理
実
習
・

試
食
、
栄
養
士
に
よ
る
個
別
相
談　

■費
１
組

５
０
０
円　

■持
大
人
…
母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

子
供
…
食
事
用
エ
プ
ロ

ン
、
お
手
拭
き
、
甘
く
な
い
飲
み
物
、
ス
プ

ー
ン
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
お
出
掛
け
に
必
要
な

物　

■申
５
月
15
日
○木
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
５
へ

わ
ん
ぱ
く
自
然
塾
〜
春
の
巻
〜

■日
５
月
24
日
○土
〜
25
日
○日
（
１
泊
２
日
）　　

■対
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生
30
人　

■内
金

峰
山
〜
母
狩
山
縦
走
登
山
、
山
頂
ビ
バ
ー

ク
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ　

■費
２
、

５
０
０
円　

■場
・
■申
５
月
８
日
○木
ま
で
金
峰

少
年
自
然
の
家
☎
24
‐
２
４
０
０
へ　

■他
詳

細
は
金
峰
少
年
自
然
の
家
ＨHP

小
学
生
集
ま
れ
!!
「
し
ゃ
ぼ

ん
玉
で
遊
ぼ
う
」

■日
５
月
24
日
○土
午
後
２
時　

■内
ス
ト
ロ
ー
・

ハ
ン
ガ
ー
・
フ
ラ
フ
ー
プ
等
を
使
っ
て
し
ゃ

ぼ
ん
玉
遊
び　

■場
・
■問
南
部
児
童
館
☎
64
‐

１
９
０
０

転
入
者
の
た
め
の 

子
育
て
案
内
講
座

■日
６
月
５
日
○木
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
未
就
学
児
が
い
る
転
入
家
庭
の
親
子
先
着

10
組　

■内
子
育
て
情
報
の
紹
介　

■申
６
月
３

日
○火
ま
で
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１
へ　

■他
託
児

あ
りプ

レ
イ
セ
ン
タ
ー 

ポ
ピ
ン
ズ

　

家
族
が
一
緒
に
成
長
す
る
プ
レ
イ
セ
ン
タ

ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。子
供
の
自
由
な「
遊

び
」
を
見
守
り
、
一
緒
に
遊
び
、
学
び
合
う
、

保
護
者
ら
の
自
主
運
営
に
よ
る
活
動
で
す
。

■日
６
月
９
日
〜
来
年
３
月
９
日
の
毎
週
月

曜
日
午
前
９
時
45
分
〜
正
午
（
夏
休
み
・

年
末
年
始
休
み
あ
り
）　

■対
市
内
在
住
の
未

就
学
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
15
組　

■費
１
、

１
１
０
円　

■場
・
■申
５
月
７
日
○水
か
ら
南
部

児
童
館
☎
64
‐
１
９
０
０
へ

育
児
講
話

■日
６
月
10
日
○火
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■対
１
歳
半
〜
３
歳
ぐ
ら
い
の
子
供
の

保
護
者
先
着
30
人　

■内「
子
ど
も
の
育
ち
と

だ
だ
こ
ね
」
長
谷
川
真
弓
氏
（
中
央
児
童

館
長
）　

■申
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

25
‐
２
７
４
１　

■他
託
児
あ
り

「
保
育
園
体
験
」 

自
然
の
中
で
遊
ぼ
う
！

■日
６
月
12
日
○木
午
前
９
時
〜
午
後
１
時　

■場

三
瀬
保
育
園
等　

■対
未
就
園
児（
２
歳
以
上
）

と
そ
の
保
護
者
15
組　

■内
保
育
園
体
験
、
海

辺
で
遊
ぶ　

■申
５
月
７
日
○水
か
ら
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
７
４
１
へ　

自
然
体
験
活
動 

「
夏
の
海
を
楽
し
も
う
!!
」　

■日
６
月
14
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
中

央
児
童
館
集
合
）　

■場
由
良
海
岸　

■対
小
学

生
20
人（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
）　

■内

自
然
観
察
、
工
作
等　

■費
１
５
０
円　

■申

５
月
19
日
○月
〜
30
日
○金
に
同
館
☎
24
‐

４
６
０
８
へ

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

■日
６
月
15
日
○日　

■時
①
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

②
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
①
と
②
で
店
の
入

替
え
あ
り
）　

■内
乳
幼
児
〜
小
学
生
の
衣
類
・

玩
具
等
の
販
売
（
全
品
５
０
０
円
以
下
）

▼
出
店
者
募
集　

■定
①
②
各
８
人　

■費
１
５

０
円　

■申
５
月
10
日
○土
〜
30
日
○金　

■他
５
月

31
日
○土
午
前
10
時
に
抽
せ
ん
会

▼
大
型
商
品
販
売
委
託
品
募
集　

■
委
託
料　

売
上
げ
の
５
％　

■申
６
月
14
日
○土
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８　

に
こ
に
こ
相
談

　

子
供
の
発
達
の
様
子
に
心
配
の
あ
る
方
、

成
長
の
状
態
を
理
解
し
た
い
方
等
を
対
象
に
、

教
育
関
係
者
が
個
別
に
相
談
を
受
け
ま
す
。

■日
６
月
17
日
○火　

■場
鶴
岡
養
護
学
校　

■申
６

月
３
日
○火
ま
で
山
形
県
教
育
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
３
‐
６
５
４
‐
６
０
６
０
へ　

■問
学
校

教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５

施
設
の
催
し

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
個
人
制
作
の
た
め
の〝
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ

エ
〞　

個
人
の
制
作
活
動
（
特
に
平
面
作
品

制
作
）
の
た
め
に
ア
ト
リ
エ
を
開
放
し
ま
す

■日
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日
午
後
１
時
〜
５

時
（
10
月
12
日
○日
は
休
み
）　

■対
中
学
生
以

上　

■費
２
０
０
円
（
中
学
生
無
料
）

▼
特
別
展
覧
会
・
郷
土
ゆ
か
り
の
作
家
「
日

本
画
家 

福
王
寺
法
林
回
顧
展
・
遺
志
を
継

ぐ
者 

福
王
寺
一
彦
」
展　

■日
５
月
25
日
○日

ま
で　

■時
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
（
入

場
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）　

■費
大
人
…

５
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
３
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

■他
５
月
３
日
○土
・
17

日
○土
午
後
２
時
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
を
、

６
日
○火
・
25
日
○日
午
後
２
時
に
福
王
寺
一
彦

氏
に
よ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー
ク
を
開
催

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

■他
詳
細
は
同
館
ＨHP

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
企
画
展
示「
斎
藤
政
広
写
真
展
」〜
森
の
い

の
ち
を
見
つ
め
て
〜　

■日
５
月
26
日
○月
ま
で

▼
企
画
展
示
「
切
手
と
新
聞
記
事
で
見
る
野

鳥
観
察
」　

■日
５
月
26
日
○月
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■内
・
■日
い
き
も
の
み

っ
け
♪
…
５
月
４
日
○日
・
５
日
○月
・
６
日
○火

午
前
10
時　

木
工
ク
ラ
フ
ト
…
４
日
・
５
日

午
後
１
時　

■費
各
１
０
０
円

▼
散
策
会
「
新
緑
の
ブ
ナ
の
森
散
策
」　

ほ
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と
り
あ
ス
タ
ッ
フ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
が
森
を
案

内
し
ま
す　

■日
５
月
４
日
○日
・
６
日
○火
・
11

日
○日
・
17
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■定

各
日
20
人　

■費
１
０
０
円　

■持
昼
食　

■他
当

日
参
加
も
可

▼
自
然
観
察
「
高
館

山
周
辺
の
大
地
史
と

里
山
文
化
」　

■日
５

月
31
日
○土
午
前
10
時

〜
午
後
２
時　

■定
20

人　

■師
植
松
芳
平

氏
（
同
館
長
）　

■費

５
０
０
円　

■持
昼
食　

■申
５
月
29
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■問
同

館
☎
33
‐
８
６
９
３

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村

▼
特
別
企
画
展 

山
本
英
夫
追
悼
記
念
「
庄

内
の
蝶
と
仲
間
た
ち
」　

■日
６
月
15
日
○日
ま

で　

■時
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
Ｇ
Ｗ
特
別
企
画 

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

■日
５
月
３
日
○土
〜
５
日
○月　

■内
博
物
村
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
・
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

（
参
加
賞
あ
り
）、
動
物

に
触
っ
て
み
よ
う
！
、

ハ
ム
ス
タ
ー
レ
ー
ス
、

化
石
レ
プ
リ
カ
・
消
し

ゴ
ム
作
り
体
験
（
■費
各

３
０
０
円
）

▼
共
通　

■費
大
人
…

３
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
２
０
０
円　

幼
児
…
１
０
０
円　

■場
・

■問
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
☎
53
‐
３
４
１
１

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
春
を
五
感
で
楽
し
も
う
（
創
造
の
森
交
流

館
共
催
）　

■日
５
月
10
日
○土
午
前
９
時
（
同

セ
ン
タ
ー
集
合
。
荒
天
時
中
止
）　

■定
先
着

25
人　

■持
携
帯
食
、
袋
、
お
わ
ん
、
皿
、
箸

等　

■費
５
０
０
円
（
子
供
は
無
料
）　

■申
５

月
８
日
○木
ま
で

▼
春
色
を
染
め
よ
う
草
木
染　

■日
５
月
11
日

○日
午
前
９
時
30
分
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）

■定
先
着
10
人　

■内
桜
で
ス
カ
ー
フ
を
染
め
る　

■費
２
、０
０
０
円　

■申
５
月
８
日
○木
ま
で

▼
羽
黒
山
周
辺
の
自
然
を
楽
し
も
う
（
清
河

八
郎
回
天
の
道
）　

■日
５
月
18
日
○日
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
１
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）

■定
先
着
25
人　

■内
地
蔵
の
湯
（
庄
内
町
）
↓

肝
煎
（
満
願
寺
）
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■持
昼

食
、
携
帯
食
等　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

子

供
…
５
０
０
円
（
入
浴
券
代
等
）　

■申
５
月

15
日
○木
ま
で

▼
ブ
ナ
の
新
緑
と
残
雪
を
楽
し
も
う　

■日
５

月
25
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
（
同
セ
ン

タ
ー
集
合
）　

■定
先
着
25
人　

■場
田
代
谷
地

周
辺　

■持
昼
食
、
携
帯
食
等　

■費
大
人
…

７
０
０
円　

子
供
…
５
０
０
円
（
入
浴
券
代

等
）　

■申
５
月
22
日
○木
ま
で

▼
月
山
の
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
観
察
会　

■日
６
月

７
日
○土
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
小

真
木
原
公
園
中
央
駐
車
場
集
合
）　

■定
先
着

25
人　

■場
月
山
（
柴
灯
森
）
付
近　

■師
芳

賀
竹
志
氏
（
写
真
家
）　

■持
昼
食
、
携
帯
食

等　

■費
大
人
…
２
、５
０
０
円　

子
供
…
２
、

０
０
０
円
（
入
浴
券
代
・
リ
フ
ト
代
等
）

■申
６
月
４
日
○水
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

創
造
の
森
交
流
館

▼
５
月
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
「
野
草
を
見
な
が

ら
」　

■日
５
月
17
日
○土
午
前
10
時
（
同
館
集

合
）　

■場
今
野
・
東
山
集
落
周
辺
（
約
５
㎞
）　

■師
阿
部
安
夫
氏
（
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

公
認
指
導
員
）　

■申
５
月
12
日
○月
ま
で　

■他

飛
び
入
り
参
加
可

▼
吹
き
矢
初
心
者
講
習
会　

■日
５
月
24
日
○土

午
前
９
時
〜
正
午　

■場
同
館　

■他
用
具
の
貸

出
し
あ
り

▼
共
通　

■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

松
ケ
岡 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ま
つ

▼
日
本
の
伝
統
工
芸 

鍋
島
緞
通
展　

■日
５

月
14
日
○水
〜
18
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■内
佐
賀
県
を
代
表
す
る
伝
統
工
芸
「
鍋
島
緞

通
」（
じ
ゅ
う
た
ん
）
を
紹
介

▼
藤
井
克
之
墨
彩
画
展　

■日
５
月
20
日
○火
〜

６
月
１
日
○日

▼
共
通　

■場
・
■問
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ま
つ
（
松
岡

物
産
）
☎
62
‐
４
２
９
５

致
道
博
物
館

▼
各
流
合
同
茶
会
（
表
千
家
・
裏
千
家
・
遠

州
流
・
大
日
本
茶
道
学
会
）　

■日
５
月
18
日

○日▼
こ
こ
ろ
の
森
美
術
館
「
国
際
版
画
展
」

■日
５
月
20
日
○火
〜
６
月
12
日
○木　

■内
版
画

家
・
幻
一
氏
の
他
、
国
内
外
の
版
画
家
の
作

品
を
紹
介

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

■費
大

人
…
７
０
０
円　

学
生
…
３
８
０
円　

小
・

中
学
生
…
２
８
０
円
（
常
設
展
示
・
庭

園
観
覧
料
含
む
）　

■場
・
■問
同
館
☎
22
‐

１
１
９
９

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
相
談　

■日
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

■師
舩
見
敬
造
氏

▼
竹
塗
り　

■日
５
月
17
日
○土
午
前
９
時　

■師

鈴
木
勇
氏
、
土
岐
金
助
氏

▼
将
棋
大
会　

■日
６
月
４
日
○水
午
前
９
時　

■費
５
０
０
円　

■申
５
月
28
日
○水
ま
で

▼
囲
碁
大
会　

■日
６
月
11
日
○水
午
前
９
時　

■費
７
０
０
円
（
懇
親
会
費
は
２
、０
０
０
円
）　

■申
６
月
４
日
○水
ま
で

▼
芸
能
の
つ
ど
い　

■日
６
月
17
日
○火
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時　

■費
５
０
０
円　

■申
６

月
３
日
○火
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐

０
０
６
６

講
座
・
講
習
会

鶴
岡
致
道
大
学

　

庄
内
藩
校
致
道
館
の
教
育
は
、
一
人
ひ
と

り
の
個
性
や
自
発
性
を
尊
重
し
、
自
学
自
習

を
重
視
す
る
も
の
で
し
た
。
鶴
岡
総
合
研
究

所
は
、
こ
の
致
道
館
の
教
育
精
神
を
引
き
継

ぎ
、
創
造
的
に
学
ぶ
場
と
し
て
「
鶴
岡
致
道

大
学
」
の
講
座
を
年
６
回
開
催
し
ま
す
。

 

「
人
間
に
と
っ
て
科
学
と
は
？
」
を
テ
ー
マ

に
、中
村
桂
子
氏
（
Ｊ
Ｔ
生
命
誌
研
究
館
長
）

ら
を
講
師
に
迎
え
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
３

年
が
経
過
し
た
今
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
こ
と
等

を
「
科
学
」
の
視

点
か
ら
考
え
ま
す
。

■対
年
間
を
と
お
し

て
受
講
可
能
な
方

先
着
１
０
０
人

■費
大
人
…
年
額
４
、

０
０
０
円　

学
生

…
年
額
２
、
０
０

０
円　

■申
５
月
12

日
○月
か
ら
本
所
地

域
振
興
課
内
「
同
研
究
所
」
事
務
局
☎
内
線

５
８
６
へ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座 

（
基
礎
編
）

■日
５
月
23
日
〜
11
月
21
日
の
毎
週
金
曜
日
午

前
10
時
〜
正
午
（
８
月
15
日
○金
を
除
く
。
全

26
回
）　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）　

■対
同
講
座
（
入
門
課
程
）
を
修

了
し
た
方
ま
た
は
同
程
度
の
技
術
を
有
す
る

方
先
着
25
人　

■費
３
、２
４
０
円　

■申
５
月

16
日
○金
ま
で
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

25
‐
２
７
９
４
へ

「
山
形
学
」地
域
連
携
講
座「
庄
内

文
化
の
底
流
を
探
る
」（
全
５
回
）

■日
・
■内
（
①
講
義
・

②
現
地
研
修
）・
■師

▽
５
月
24
日
○土
…
①

｢

庄
内
平
野
を
潤
し

た
九
つ
の
堰｣

・
②

赤
川
頭
首
工
、
江
口

水
神
社
他
（
高
橋
武

郎
氏
〈
庄
内
赤
川
土

地
改
良
区
事
務
局

長
〉）　

▽
７
月
12
日
○土
…
①｢

羽
黒
修
験
道

と
精
進
料
理
」・
②
斎
館
（
昼
食
）、
黄
金
堂

他
（
渡
辺
幸
氏
〈
出
羽
三
山
歴
史
博
物
館
学

芸
員
〉）　

▽
８
月
30
日
○土
…
①｢

人
類
の
未

来
を
先
導
す
る
庄
内
」・
②
ス
パ
イ
バ
ー
㈱

（
関
山
和
秀
氏
〈
ス
パ
イ
バ
ー
㈱
代
表
取
締

役
社
長
〉）　

▽
９
月
20
日
○土
…
①｢

庄
内
の

農
業
を
支
え
た
庄
内
農
学
校
の
あ
ゆ
み
」・

②
庄
内
農
業
高
校
（
阿
部
博
行
氏
〈
市
史
編

纂
委
員
〉）　

▽
11
月
８
日
○土
〜
９
日
○日
（
１

泊
２
日
）
…
①｢

庄
内
地
方
の
地
形
地
質
と

温
泉
の
関
係
」・
②
乳
頭
温
泉
他
（
澤
祥
氏

〈
鶴
岡
高
専
総
合
科
学
科
教
授
〉）　

■時
①
午

前
10
時
〜
正
午　

②
午
後
１
時
〜
４
時　

■定

60
人　

■費
大
人
…
３
、５
０
０
円　

高
校
生
・

大
学
生
…
２
、５
０
０
円　

■申
５
月
７
日
○水

か
ら
東
田
川
文
化
記
念
館
☎
64
‐
２
５
３
７

へ　

■他
各
回
の
昼
食
代
は
別
途
必
要
（
希
望

者
）。
９
月
20
日
は
公
開
講
座
で
講
義
の
み

誰
で
も
受
講
可
（
■費
５
０
０
円
）

鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会 

「
介
護
職
員
初
任
者
研
修（
Ⅰ
）」

■日
５
月
29
日
○木
〜
８
月
１
日
○金　

■場
鶴
岡
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
か
た
り
あ
い
、
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
え
づ
、中
央
公
民
館　

■定
20
人（
応

募
多
数
の
場
合
は
、
５
月
16
日
○金
午
後
６
時

に
に
こ
♥

ふ
る
で
行
う
説
明
会
で
抽
せ
ん
の

上
決
定
）　

■費
３
万
円
（
別
途
健
康
診
断
料
）　

■申
５
月
12
日
○月
〜
16
日
○金
に
同
協
議
会
事
業

推
進
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
24
‐
０
０
５
３

へ
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入
門　

■日
６
月
２
日
〜
７

月
17
日
の
毎
週
月
曜
・
木
曜
日
午
後
６
時
30

分
〜
９
時
（
６
月
23
日
○月
・
26
日
○木
を
除
く
。

全
12
回
）　

■定
10
人　

■費
１
万
２
、３
０
０
円

▼
機
械
加
工
の
基
礎
知
識　

■日
６
月
７
日
〜

28
日
の
毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分
（
全
４
回
）　

■定
10
人　

■費
９
、

８
０
０
円

▼
営
業
・
セ
ー
ル
ス
研
修　

■日
６
月
17
日

○火
・
18
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分
（
全
２
回
）　

■定
20
人　

■費
１
万
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐

２
２
０
０　

■他
詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー
ＨHP

静
物
画
講
座
〜
豊
か
な
時
間

の
中
で
自
分
を
見
つ
め
る

■日
６
月
５
日
・
19
日
、
７
月
３
日
・
17
日
、

８
月
７
日
、
９
月
18
日
・
25
日
、
10
月
２
日
・

23
日
・
30
日
の
木
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時

（
全
10
回
）　

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
高
校
生
以
上
の
方
先
着
16
人　

■内
静
物
画
の
基
礎
を
学
ぶ　

■師
佐
藤
定
雄

氏
（
白

社
会
員
）　

■費
８
、０
０
０
円　

■持

透
明
水
彩
絵
の
具
（
12
色
以
上
）、
筆
、
パ

レ
ッ
ト
、
ク
リ
ッ
プ
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
等　

■場
・
■申
５
月
４
日
○日
〜
25
日
○日
に
鶴
岡
ア
ー

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２
６
０
へ　

■他
詳

細
は
同
館
ＨHP

「
農
村
地
域
の
活
性
化
実
践
」〜
集
落
営

農
組
織
に
よ
る
集
落
農
業
の
再
構
築
〜

■日
６
月
７
日
・
14
日
・
21
日
、
７
月
５
日
・

26
日
の
土
曜
日
午
後
０
時
30
分
〜
５
時
30
分

（
全
５
回
）　

■場
山
大
農
学
部
、
行
沢
公
民
館　

■定
先
着
20
人　

■内
同
学
部
食
農
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
コ
ー
ス
で
実
施
し
て
い
る
地
域
活

性
化
支
援
に
つ
い
て
、
実
践
に
参
加
し
な
が

ら
そ
の
支
援
方
法
を
学
ぶ　

■申
５
月
１
日
○木

〜
30
日
○金
に
同
学
部
企
画
広
報
室
☎
28
‐

２
９
１
１
へ

鶴
岡
伝
統
工
芸
竹
塗
り
講
習

■日
６
月
〜
来
年
３
月

の
毎
月
第
１
・
第
３

土
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時
30
分　

■場
中
央

公
民
館　

■師
鈴
木
勇

氏（
竹
塗
工
房
鈴
木
）　

■費
月
額
２
、０
０
０

円　
古
文
書
解
読
・
歴
史
講
座 

「
出
羽
三
山
を
読
む
」

▼
初
心
者
講
座　

出
羽
三
山
の
大
ま
か
な
歴

史
や
、
読
み
方
の
基
本
、
書
状
の
パ
タ
ー
ン

等
を
学
び
ま
す　

■日
６
月
７
日
○土
・
14
日
○土

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
（
全
２
回
）　

■定
先

着
30
人　

■費
２
０
０
円

▼
通
常
講
座　

羽
黒
山

午
歳
御
縁
年
に
ち
な

み
、
羽
黒
山
の
歴
史
の

関
連
史
料
を
解
読
し
ま

す　

■日
６
月
〜
10
月
の

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜

日
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
（
全
10
回
。
実
地
研

修
あ
り
）　

■定
先
着
50
人　

■費
５
０
０
円（
実

地
研
修
は
別
途
料
金
が
必
要
）

▼
共
通　

■師
後
藤
赳
司
氏
（
出
羽
三
山
山
岳

宗
教
研
究
所
主
幹
）　

■場
・
■申
い
で
は
文
化

記
念
館
☎
62
‐
４
７
２
７

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

黄金堂
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甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

■日
６
月
12
日
○木
・
13
日
○金
（
２
日
間
）　

■場

消
防
本
部　

■定
１
０
０
人　

■申
５
月
７
日

○水
〜
20
日
○火
に
山
形
県
消
防
設
備
協
会
☎

０
２
３
‐
６
２
９
‐
８
４
７
７
へ　

■他
申
込

書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署

に
あ
り
ま
す
。
日
本
防
火
協
会
ＨHP
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可

危
険
物
取
扱
者
試
験

■日
６
月
21
日
○土　

■場
鶴
岡
工
業
高
校　

■
受

付
期
間　

電
子
申
請
…
５
月
９
日
○金
午
前
９

時
〜
19
日
○月
午
後
５
時　

書
面
申
請
…
５
月

12
日
○月
〜
22
日
○木　

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐

０
７
６
１　

■他
詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー
ＨHP
。
願

書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署

に
あ
り
ま
す

募
集

皆
さ
ん
も
農
林
水
産
業
の
６
次
産

業
化
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　

農
林
水
産
物
の
加
工
等
６
次
産
業
化
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
や
、
鶴
岡
の
農
林
水
産
業

を
元
気
に
す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
を
支
援

し
ま
す
。
市
ＨHP
「
農
政
課
」
を
確
認
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■対
市
内
在
住
の
意
欲
あ
る
農
林
漁
業
者
ま
た

は
農
林
漁
業
者
等
の
団
体

　　　
■
補
助
金
額　

事
業
費
の
３
分
の
２
以
内
（
助
成
は
審
査
の

上
決
定
。
上
限
は
個
人
10
万
円
、
団
体
20
万

円
）　

■申
６
月
６
日
○金
ま
で
本
所
農
政
企
画

室
☎
内
線
５
８
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業

課
へ花

い
っ
ぱ
い
運
動
に
助
成
し

ま
す
（
鶴
岡
地
域
対
象
）

　

花
い
っ
ぱ
い
の

美
し
い
街
に
す
る

た
め
、
本
市
で
は

市
民
参
加
に
よ
る

同
運
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
事
業

に
参
加
す
る
団
体

に
は
、
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象　

鶴

岡
地
域
内
で
行
う
同
運
動
で
、
管
理
者
の
許

可
を
得
て
道
路
側
面
や
ロ
ー
タ
リ
ー
、
公

共
公
益
施
設
等
に
花
を
植
栽
す
る
際
の
球

根
・
種
子
・
苗
・
肥
料
・
土
・
プ
ラ
ン
タ
ー

に
要
し
た
経
費

　　　
■申
５
月
７
日
○水
〜
11
月
28

日
○金
に
本
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
内
線

１
６
８
へ

か
た
く
り
の
花
写
真
コ
ン
テ

ス
ト　

作
品
募
集

■
応
募
規
定　

カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
プ
リ

ン
ト
（
四
つ
切
り
・

ワ
イ
ド
四
つ
切
り
）　

■
応
募　

作
品
題

名
・
撮
影
場
所
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
５

月
18
日
○日
ま
で
月
山

あ
さ
ひ
博
物
村
☎

53
‐
３
４
１
１
へ

■
発
表　

５
月
下
旬
に
入
賞
者
へ
直
接
通
知　

■他
５
月
24
日
○土
〜
６
月
15
日
○日
に
作
品
を
展

示
し
ま
す

山
形
県
沿
岸
域
総
合
利
用
推
進
会
議 

豊
か
な
海
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

　

同
会
議
で
は
、
豊
か
な
海
づ
く
り
に
向
け

た
地
域
主
体
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

■対
庄
内
地
域
の
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
学

校
等　

■
対
象
事
業　

海
洋
資
源
を
活
用
し

た
体
験
学
習
や
、
庄
内
沿
岸
の
環
境
保
全
、

沿
岸
域
の
利
活
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

等　

■
補
助
金
額　

事
業
費
の
２
分
の
１
以

内（
上
限
10
万
円
。
予
算
の
範
囲
内
で
採
択
）　

■申
５
月
30
日
○金
ま
で
庄
内
総
合
支
庁
産
業
経

済
企
画
課
内
「
同
会
議
」
事
務
局
☎
66
‐

５
４
９
３
へ　

■他
申
請
書
は
市
ＨHP
「
地
域
振

興
課
」
及
び
庄
内
総
合
支
庁
ＨHP
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。
申
請
後
、
審
査
委
員
会
（
６
月

開
催
）
へ
の
出
席
が
必
要

山
形
県
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ

ー
募
集

■対
県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、
悪
質
商

法
に
よ
る
被
害
防
止
等
消
費
生
活
に
関
心
の

あ
る
方　

■申
５
月
30
日
○金
ま
で
山
形
県
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐

３
２
３
７
へ

全
国
育
樹
祭
式
典
行
事 

公
募
参
加
者
募
集

■日
10
月
12
日
○日　

■場
山
形
県
遊
学
の
森
（
金

山
町
）　

■申
５
月
30
日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁

村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
へ　

■他
申
込
書
は

県
ＨHP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
せ
ん
と
な
り
ま
す

中
心
商
店
街
の
空
き
店
舗
で
開
業
し
ま
せ
ん
か 

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

　

鶴
岡
Ｔ
Ｍ
Ｏ
で
は
、
中
心
商
店
街
の
空
き

店
舗
を
利
用
し
て
新
し
く
商
売
を
始
め
る
方

に
、
家
賃
と
改
装
費
を
支
援
し
ま
す
。

■問
鶴
岡
商
工
会
議
所
内
「
鶴
岡
Ｔ
Ｍ
Ｏ
」
事

務
局
☎
24
‐
７
７
１
１　

■他
詳
細
は
鶴
岡
Ｔ

Ｍ
Ｏ
ＨHP相

談
・
そ
の
他

憲
法
記
念
行
事 

無
料
法
律
相
談
会

　

県
弁
護
士
会
鶴
岡
地
区
会
員
が
民
事
・
家

事
・
交
通
事
故
等
の
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
５
月
14
日
○水
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
正

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
。
受
付
は
午
後
２

時
30
分
ま
で
）　

■場
市
役
所
本
所
大
会
議
室　

■問
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す 

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

夫
婦
・
家
族
間
の
い
ざ
こ
ざ
、Ｄ
Ｖ
、老
人
・

子
供
の
虐
待
、
遺
産
相
続
、
体
罰
、
い
じ
め

問
題
、
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
騒
音
・
悪
臭

等
の
公
害
、
い
や
が
ら

せ
、
土
地
の
境
界
問
題
、

障
害
者
・
外
国
人
等
の

差
別
、
震
災
に
伴
う
人

権
問
題
等
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
人
権
擁
護
委
員
ま

た
は
法
務
局
職
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

かたくりの花



22

　

ど
の
会
場
で
も
相
談
で
き
ま
す
。
受
付
時

間
は
各
会
場
終
了
時
刻
の
30
分
前
ま
で
で
す
。

■日
・
■場
・
■問
▽
６
月
２
日
○月
午
後
１
時
〜
４

時
…
①
藤
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
藤
島
庁

舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
１
３
２　

②
す
ま
い

る
・
朝
日
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
３
２
０　

▽
３
日
○火
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
…
山
形
地

方
法
務
局
鶴
岡
支
局
・
本
所
市
民
課
☎
内
線

１
５
８　

▽
３
日
○火
午
後
１
時
〜
４
時
…
①

羽
黒
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
羽
黒
庁
舎
市
民
福
祉

課
☎
内
線
１
１
６　

②
櫛
引
公
民
館
・
櫛
引

庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
２
３
８　

③
温
海

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
温
海
庁
舎
市
民
福
祉

課
☎
内
線
２
２
２

▼
随
時
人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す　

■場
・
■問
山
形
地
方
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐

１
０
０
３

鶴
岡
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

　

鶴
岡
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
で
は
、
次

の
よ
う
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
仕

事
を
探
し
て
い
る
方
も
事
業
所
の
方
も
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容　

内
職
相
談
…
在
宅
で
の
仕
事

を
希
望
す
る
方
を
対
象
と
し
た
情
報
提
供
と

あ
っ
せ
ん　

若
年
者
無
料
職
業
紹
介
…
35
歳

ま
で
の
方
を
対
象
と
し
た
就
職
情
報
の
提
供

と
あ
っ
せ
ん　

■日

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後

４
時　

■場
・
■問
鶴

岡
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー

ト
ル
ー
ム
（
市
役

所
本
所
１
階
）
☎

25
‐
２
２
１
５

庄
内
保
健
所 

各
種
相
談
日
（
全
て
要
予
約
）

▼
女
性
の
健
康
相
談　

奇
数
月
は
婦
人
科
医

師
、
偶
数
月
は
保
健
師
が
担
当
し
ま
す　

■日

毎
月
第
４
水
曜
日
午
後
３
時
30
分
〜
４
時
30

分　

■場
・
■申
庄
内
保
健
所
子
ど
も
家
庭
支
援

課
☎
66
‐
５
６
５
３

▼
精
神
保
健
福
祉
相
談　

■日
①
毎
月
第
２
火

曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
担
当
は

精
神
科
医
師
）　

②
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
担
当
は
保
健
師
）　

■場
①
総
合
療
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
庄
内
支
所　

②
庄
内
保
健
所
地
域
保
健
福
祉
課　

■申
庄
内

保
健
所
地
域
保
健
福
祉
課
☎
66
‐
４
９
３
１

▼
ひ
き
こ
も
り
相
談　

■日
毎
月
第
４
火
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

■場
・
■申
庄
内

保
健
所
地
域
保
健
福
祉
課
☎
66
‐
４
９
３
１

▼
エ
イ
ズ
、
Ｂ
型
及
び
Ｃ
型
肝
炎
、
性
器
ク

ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
の
相
談
・
検
査　

■日
月
曜

〜
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
検
査
は
毎
週
火
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
）　

■場
・
■申
庄
内
保
健
所
保
健
企
画
課
☎

66
‐
４
９
２
０

Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
説
明

会
・
個
別
相
談
会
（
無
料
）

■日
７
月
５
日
○土
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
（
受

付
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
庄
内
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー　

■対
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎

に
な
っ
た
方
と
そ
の
家
族　

■内
給
付
金
支
給

特
別
措
置
法
及
び
認
定
手
続
き
に
つ
い
て
弁

護
士
に
よ
る
説
明
会
・
個
別
相
談
会　

■問
全

国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所
☎
０
２
５
‐

２
２
３
‐
１
１
３
０　

■他
個
別
相
談
会
の
み

の
参
加
も
可
。
予
約
の
方
優
先

鶴
岡
市
中
小
企
業
共
済
会 

加
入
の
ご
案
内

　

鶴
岡
市
中
小
企
業
共
済
会
は
、
労
働
組
合

組
織
を
持
た
な
い
従
業
員
数
１
０
０
人
未
満

の
中
小
企
業
の
福
利
厚
生
、
親
睦
交
流
を
目

的
と
し
た
団
体
で
す
（
２
月
末
現
在
の
会
員

数
は
、
３
０
２
事
業
所
、
１
、９
２
７
人
）。

■
事
業
内
容　

共
済
給
付
事
業
（
弔
慰
金
・

傷
病
見
舞
金
・
祝
金
の
支
給
）、
健
康
維
持

増
進
事
業
（
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
助

成
）、
親
睦
事
業
、
施
設
利
用
補
助
事
業
、

会
員
証
利
用
事
業　

■費
入
会
金
…
２
０
０
円　

月
会
費
…
３
０
０
円　

■問
本
所
商
工
課
☎
内

線
５
６
５

勤
労
者
生
活
安
定
資
金
貸
付

制
度
の
ご
案
内

　

主
に
労
働
組
合
組
織
を
持
た
な
い
年
収

１
５
０
万
円
以
上
の
労
働
者
の
方
に
、
生
活

資
金
を
低
利
で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

■
融
資
限
度
額　

１
５
０
万
円　

■
融
資
期

間　

７
年
以
内　

■
利
率　

固
定
金
利
年

２
・
６
％
（
保
証
料
年
０
・
６
％
含
む
）　

■問

東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７

灰
の
食
品
へ
の
利
用
に
つ
い
て

　

放
射
性
物
質
を
含
む
薪
等
を
燃
焼
し
た
際

に
生
じ
る
灰
に
は
、
燃
焼
前
と
比
較
し
て

１
８
２
倍
に
濃
縮
さ
れ
た
放
射
性
物
質
が
含

ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
林
野
庁
試
算
）。

　

県
内
で
は
、
こ
れ
か
ら
山
菜
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
ま
す
。
ワ
ラ
ビ
等
山
菜
の
あ
く
抜
き
等

を
行
う
場
合
は
、
念
の
た
め
灰
の
代
わ
り
に

重
曹
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
農
地

や
庭
等
へ
の
散
布
は
行
わ
ず
、
処
分
す
る
場

合
は
市
町
村
の
分
別
基
準
に
従
い
、
一
般
廃

棄
物
と
し
て
処
理
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■問
山
形
県
食
品
安
全
衛
生
課
☎
０
２
３
‐

６
３
０
‐
２
６
７
７

鶴
岡
福
祉
バ
ス
抽
せ
ん
会 

事
前
申
請
受
付

　

１
団
体
１
回
の
予
約
が
で
き
ま
す
。

■
予
約
対
象
期
間　

①
７
月
〜
10
月　

②
11

月
〜
来
年
３
月　

■申
５
月
７
日
○水
〜
19
日
○月

に
鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課
（
に
こ

♥

ふ
る
）
☎
24
‐
０
０
５
３
へ

由
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の 

シ
ャ
ワ
ー
と
休
憩
室
を
開
設
し
ま
す

■日
５
月
１
日
○木
〜
10
月
17
日
○金
午
前
９
時
〜

午
後
５
時　

■費
シ
ャ
ワ
ー
…
高
校
生
以
上

２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
１
５
０
円　

休

憩
室
…
高
校
生
以
上
４
０
０
円
、
中
学
生

以
下
２
０
０
円　

■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
73
‐

２
９
０
５

藤
沢
周
平
記
念
館 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

６
月
は
定
休
日
（
水
曜
日
）
の
他
、
展
示

替
え
の
た
め
６
月
５
日
○木
が
臨
時
休
館
と
な

り
ま
す
。

■問
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

定
休
日
（
月
曜
日
）
の
他
、
館
内
く
ん
蒸

の
た
め
５
月
30
日
○金
〜
６
月
２
日
○月
は
臨
時

休
館
と
な
り
ま
す
。

■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
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　国の名勝に指定され、庄内平野や月山、鳥海山の
眺めが楽しめる「金峯山」。古来から信仰の山とし
て崇敬を集め、現在は、山野草や鳥類の観察、ト
レッキングや登山などで、四季を通じて多くの人た
ちが訪れます。この山の管理は、かつては金峯神社
の氏子や崇敬者の奉仕活動で支えられてきました。
しかし近年、高齢化などで十分な管理ができず、「参
道が荒れている」、「路肩や柵が壊れている」といっ
た声が寄せられるようになりました。現在の会長の
五十嵐政一さんを中心に、金峯山に親しみをもつ仲
間たちが声を掛け合い、平成24年６月に会が発足
しました。

　当初、会員は16人でしたが、徐々に会に賛同す
る人が集まり現在は30人です。５月に金峯山で採
れた地物の孟

もう そ う

宗汁を楽しみながら年間の活動計画を
相談し、６月から11月にかけて月１回ほど集まっ
て活動をしています。環境整備といっても麓から山
頂までと範囲は広く、また、文化財保護法の制約も
あるため関係機関と何度も協議をし、ようやく整備
できた見晴らし台や八景台でくつろいでいる登山者
の姿を見ると、その苦労も忘れます。これからも、
旧市民歌にもうたわれた金峯山にたくさんの人が訪
れ、豊かな自然に触れてもらえるように活動してい
きたいと思います。

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

市民が気軽に憩える山を目指して

金峯山を愛する会　（鶴岡）

　金峯山を訪れた人たちが気持ちよく過ごして
もらえるよう活動している「金峯山を愛する
会」。鶴岡いきいきまちづくり事業の補助を受
け、参道や展望台の環境整備、山野草の保護な
どを行っています。お話してくれたのは、事務
局で金峯神社の井上幸満さんです。

三
川
町
菜
の
花
ま
つ
り

■日
５
月
５
日
○月
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場
い
ろ
り
火
の
里
周
辺　

■内
菜
の
花
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
フ
ェ
ス
タ
、
菜
の
花
娘
写
真
撮
影
会
、
ミ

ニ
Ｓ
Ｌ
等　

■問
三
川
町
観
光
協
会
☎
66
‐
４
６
５
６

庄
内
町
の
特
産
品
や
新
鮮
な
野
菜
な
ど
が
い
つ
で
も
勢
ぞ
ろ
い　
　
　
　
　
　
　

新
産
業
創
造
館「
ク
ラ
ッ
セ
」オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

■日
５
月
10
日
○土
午
前
９
時　

■場
新
産
業
創
造
館
「
ク
ラ
ッ
セ
」（
余

目
駅
前
。
な
ん
で
も
バ
ザ
ー
ル
「
あ
っ
で
ば
」、
カ
フ
ェ
「
余
目

製
パ
ン
」
な
ど
併
設
）　

■内
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
等　

■問
庄
内
町
商
工

観
光
課
☎
０
２
３
４
‐
42
‐
２
９
０
９

鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾　
　
　
　
　
　
　
　
　

孟
宗
掘
り
と
炭
焼
き
体
験
＆
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

■日
５
月
11
日
○日
午
前
９
時
45
分
〜
午
後
３
時
（
し
ら
い
自
然
館
集

合
）　

■対
小
学
５
年
生
以
上
先
着
15
人　

■費
大
人
…
２
、５
０
０
円

（
孟
宗
１
本
付
き
）　

小
学
生
…
８
０
０
円　

■持
長
靴
、
軍
手
等　

■申
５
月
８
日
○木
ま
で
、
し
ら
い
自
然
館
内
「
鳥
海
山
お
も
し
ろ
自

然
塾
推
進
協
議
会
」
事
務
局
☎
０
２
３
４
‐
72
‐
２
０
６
９
へ

酒
田
ま
つ
り

■日
・
■場
・
■内
▽
神
宿
開
き
…
５
月
16
日
○金
（
上
神
宿
は
ふ
と
ん

の
池
田
隣
、
下
神
宿
は
新
町
稲
荷
神
社
社
務
所
）　

▽
宵
祭
り
…

19
日
○月
（
日
和
山
公
園
）　

▽
本
祭
り
…
20
日
○火
正
午
〜
午
後
４

時
30
分
（
マ
リ
ー
ン
５
清
水
屋
前
、
中
心
市
街
地
）　

▽
そ
の

他
　
酒
田
ま
つ
り
の
し
つ
ら
い
展
…
13
日
○火
〜
25
日
○日
（
旧
鐙

屋
）、
献
花
展
…
19
日
○月
〜
21
日
○水
（
旧
鐙
屋
）、
立
て
山
鉾
展
示

…
19
日
○月
〜
21
日
○水
（
日
和
山
公
園
）　

■問
酒
田
市
観
光
振
興
課

☎
０
２
３
４
‐
26
‐
５
７
５
９



広
報
つ
る
お
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平
成
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年
５
月
号
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平
成
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年
５
月
１
日
発
行 

】

環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（体罰その他教育全般）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00〃　　（障がいのある子の就学）

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・いじめ・発達等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15高 齢 者 に 関 す る 相 談 鶴岡市地域包括支援センター☎29‐4180

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

今月の各種相談窓口開設日　５/５～６/４
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 13日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線214 23日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線227 20日○火13：30～15：30・羽黒福祉センター

櫛引庁舎総務企画課☎内線213 ７日○水10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線410 20日○火13：30～15：30・朝日山村開発センター

温海庁舎総務企画課☎内線312 19日○月13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 15日○木 14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 10日○土9：30～16：00（要予約）・同事務所

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ専門医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

献血（５月分）
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線363

月　日 受付時間 会　場
５．７○水 9：30～11：30 にこ♥ふる

〃 13：30～15：30 鶴岡警察署
10○土 10：00～11：30 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：00～16：00 　　　　〃

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒997‐0192
〒997‐0346
〒997‐0492
〒999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成26年３月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：133,831 人
　　 （男：63,656 人、女：70,175 人）
　世帯数：48,184 世帯

→
メ
ー
ル
は

　
こ
ち
ら
か
ら

→
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　
こ
ち
ら
か
ら


